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あ

と

が

き

熱
帯
地
域
に
於
け
る
農
業
生
産
の
方
法
は
、
周
知
の
如
く
植
民
本
園
白
資
本
、
技
術
並
に
経
戯
曲
能
力
と
熱
帯
植
民
地
の
低
康
及
第

働
と
の
結
合
に
基
く
所
謂
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ヨ
ン
が
絶
劃
的
に
優
勢
で

b
る
と
言
ひ
う
る
。
と
の
事
買
は
熱
帯
地
域
を
支
配
す
る
植
民

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
四
三



官
悶
惜
作
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
四
四

本
闘
が
熱
帯
を
遠
く
相
離
れ
た
西
欧
諸
闘
で
あ
る
か
ら
本
闘
自
瞳
の
資
本
と
附
労
働
と
の
有
機
的
結
合
が
経
済
的
に
困
難
で
る
る
と
言

ふ
と
と
を
裏
書
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
西
敵
人
種
そ
の
も
の
L
熱
帯
移
住
が
肉
酷
的
に
既
に
困
難
で
あ
っ
た
と
い
ふ
歴
史
的
特
質
を

も
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
さ
れ
ば
西
欧
植
民
本
関
白
鶴
の
農
業
附
労
働
の
移
動
は
殆
ん
ど
全
く
そ
の
姿
を
見
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
友
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
我
闘
民
の
と
れ
ら
熱
帯
地
域
へ
の
移
住
を
観
る
に
、
昭
和
九
年
に
は
約
三
高
四
千
飴
人
が

南
洋
各
地
の
熱
帯
に
居
住
し
て
ゐ
る
が
、
昭
和
五
年
度
を
最
高
と
し
て
一
進
一
退
の
傾
向
に
る
る
。
而
し
て
と
れ
ら
の
邦
人
の
職
業

中
首
位
を
占
め
る
の
は
昭
和
七
年
の
調
寮
で
は
商
業
の
七
、
三
三
七
人
に
し
て
有
職
者
数
の
三
五
dm
を
占
め
て
ゐ
弘
。
と
れ
に
反
し

て
農
業
に
属
す
る
も
の
は
六
、
四
六
六
人
で
第
二
位
を
占
め
そ
の
割
合
は
三
一
%
ぜ
あ
る
。
し
か
も
と
の
農
業
者
の
絶
封
多
数
た
る

六、

O
凶
五
人
は
比
律
賓
及
グ
ア
ム
地
方
に
在
留
す
る
も
の
で
る
り
、
其
他
の
地
方
に
在
留
す
る
邦
人
は
定
に
審
々
た
る
も
の
で
あ

る
。
と
の
や
う
に
比
律
賓
に
農
業
者
の
集
中
的
に
多
い
の
は
マ
で
才
師
栽
培
の
護
展
に
基
づ
く
特
殊
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ヲ
て

其
他
の
地
方
に
は
農
業
以
外
の
職
業
を
有
す
る
も
の
が
相
封
的
に
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
の
で

b
る
。
と
の
や
う
な
現
置
か
ら
見
て
も

我
閤
民
の
熱
帯
地
域
に
於
け
る
農
業
植
民
の
可
能
性
と
い
ふ
と
と
は
未
だ
一
般
的
に
肯
定
さ
れ
難
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
と
の
問

題
は
遅
か
れ
早
か
れ
必
然
的
に
厳
密
な
尚
早
問
的
分
析
の
釘
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
る
べ
き
性
質
を
帯
び
て
ゐ
る
と
一
言
っ
て
い
い
。

わ
が
閣
の
統
治
を
委
任
せ
ら
れ
て
ゐ
る
南
洋
群
島
は
、
わ
が
園
唯
一
の
熱
借
地
裁
で
る
る
と
い
ふ
意
味
か
ら
見
て
、
蝦
令
そ
の
農

業
績
地
の
商
積
が
極
め
て
狭
少
で
あ
る
に
し
て
も
、
熱
帯
農
業
生
産
を
行
ひ
得
る
と
い
ふ
と
と
に
撒
り
は
た
い
の
で
あ
る
。
と
の
自

然
的
保
件
の
下
に
園
際
的
乃
至
は
園
内
的
農
業
生
産
を
護
展
せ
し
め
る
と
と
は
、
我
が
閤
民
経
済
内
部
の
需
給
関
係
か
ら
し
て
の
み

な
ら
や
、
世
界
経
掛
の
一
環
と
し
て
の
閤
際
的
商
品
生
産
の
需
給
闘
係
か
ら
見
て
盆
々
重
嬰
で
あ
る
。
さ
れ
ば
南
洋
群
島
の
農
業
生

産
の
消
長
は
わ
が
閣
の
熱
帯
地
域
に
於
け
る
農
業
の
可
能
性
に
釘
す
る
基
礎
的
保
件
を
形
成
す
る
も
の
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
従

っ
て
南
洋
群
島
に
於
け
る
農
業
植
民
は
比
律
賓
に
於
け
る
マ
ェ
ラ
麻
栽
培
の
農
業
植
民
と
共
に
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
言
は
ね

ば
な
ら
ね
。

南洋栽培事業要資(昭和i九年版J1 )拓務省妬務局



扱
て
南
洋
群
島
に
於
け
る
農
業
植
民
は
、
と
れ
を
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
大
規
模
経
替
の
企
業
経
管
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
邦
人

C
企
業
投
資
と
し
て
は
大
正
六
年
に
西
村
一
松
氏
に
よ
っ
て
サ
イ
パ
ン
島
に
設
立
さ
れ
た
西
村
製
糖
所
ハ
後
に
西
村
拓
殖

株
式
合
枇
と
改
稿
)
の
甘
薦
栽
培
事
業
を
以
て
噛
矢
と
す
る
、
間
も
な
く
周
年
南
洋
殖
産
株
式
合
駐
の
同
じ
く
サ
イ
パ
ン
島
に
於
け

る
製
糖
事
業
が
起
っ
た
。
品
ん
も
邦
人
の
企
業
と
し
て
は
既
に
前
年
の
大
正
五
年
に
テ
ニ
ア
ン
島
に
於
て
喜
多
合
名
合
枇
の
榔
子
栽
培

事
業
が
あ
っ
た
が
、
と
の
事
業
は
営
初
は
主
と
し
て
島
民
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
か
ら
と
L

で
は
西
村
拓
殖
舎
一
粧
を
以
て
端
緒
を
切
っ

た
も
の
と
し
よ
う
。
共
後
ζ

の
種
の
企
業
経
替
は
年
を
迫
ふ
て
増
加
し
大
正
九
年
三
月
調
査
に
よ
れ
ば
株
式
合
従
組
織
の
経
替
主
韓

を
奉
ぐ
る
友
ら
ば
、
南
洋
貿
易
株
式
舎
一
位
ハ
甘
原
・
榔
子
・
マ
-
一
ラ
肺
u
東
洋
製
糖
株
式
舎
一
砿
(
甘
能
川
)
南
洋
産
業
株
式
合
一
世
ハ
榔

子
・
煙
草
コ
コ
ア
)
園
南
株
式
合
世
(
榔
子
)
南
洋
拓
殖
工
業
株
式
合
枇
(
カ
ラ
オ
臨
)
南
洋
融
維
工
業
株
式
合
枇
(
カ
ラ
オ
麻
・

綿
花
〉
な
ど
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
合
社
組
織
の
企
業
経
替
は
そ
の
多
く
は
花
々
し
い
創
業
に
も
拘
は
ら
や
業
牛
ば
に
し
て
失
敗
し
た

も
の
が
齢
く
な
い
。
現
在
と
の
種
の
企
業
経
替
の
典
型
的
友
る
も
の
と
し
て
援
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
南
洋
興
護
株
式
曾
駐
の
甘
鹿

栽
培
事
業
を
奉
げ
る
と
と
が
出
来
る
。
と
れ
に
次
い
で
は
閤
策
舎
祉
と
し
て
成
立
し
た
南
洋
拓
殖
株
式
合
祉
の
鳳
梨
事
業
が
あ
る
。

長
近
に
於
て
は
圏
内
の
職
入
防
過
に
よ
っ
て
種
々
な
る
企
業
経
替
が
グ
ピ
オ
カ
澱
粉
・
ト
パ
・
瑚
誹
・
カ
カ
オ
・
棉
花
等
の
生
産
を

目
的
と
し
て
出
現
し
て
ゐ
る
。
今
そ
の
主
た
る
も
の
を
表
示
す
れ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

南

洋

群

島

の

農

業

企

業

経

営

〔
品
有
印
は
農
業
植
民
を
行
は
ぬ
〉

南橋大洋南南南 曾

洋澱タ洋洋

拓粉ピ拓関

高車製オ殖霊童
括主力

量士
株所澱株株

式銅i曾 式式舎人
量士総 合合

名
持管枇枇枇

トグキ鳳甘
栽

ヤ

ツ
培

サ 事業
パ パ梨議

ポグザパサ
主

ライ
イオパ

ナ 本ン な

パ烏テ. る，、- ンポア
ナ ンー 事，、.、. 
-ロ

ヤ~ 業

ツ
プ 元ぞ
地ナ
，、“ 

二四 ~、. 、、
00  稽

一一一 五 00 受
O 000  本
l第 高蔦寓 金
岡|閲闘周

昭昭昭昭大
年業事和平日和利正

十一九七十一十 開

年年年年年
次始

推
一 定

三七 高 関
三五 五 懇

00  千 高
|町町 1町 積

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
四
五

191頁以下参照。大正十年領内南洋誌2)島問昌三



南
洋
群
島
農
業
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一
類
型

一
四
六

一

豊

南

産

業

株

式

合

枇

恭

一

キ

ヤ

ツ

サ

パ

一

パ

ラ

オ

本

島

一

一

一

南

洋

コ

ー

ヒ

ー

株

式

合

一

枇

一

瑚

排

一

サ

イ

パ

ン

一

一

八

O
町一

一

太

洋

商

応

一

パ

パ

イ

ヤ

一

サ

イ

バ

ン

一

二

五

O
町一

右
に
地
ぺ
た
大
規
模
粧
替
は
、
そ
の
農
業
生
産
過
程
に
於
て
、
農
業
努
働
者
と
し
て
の
邦
人
移
民
を
雇
傭
す
る
か
或
ひ
は
小
作
者

と
し
て
の
邦
人
移
民
を
雇
傭
す
る
か
乃
至
は
猫
立
自
作
農
と
し
て
の
邦
人
移
民
と
原
料
買
牧
関
係
に
立
つ
か
の
相
違
は
存
在
す
る
に

ー
一
昭
和
十
三
年

五
O
高
岡
一
大

E
十
五
年

せ
よ
、
そ
の
本
質
に
於
て
は
資
本
主
義
的
企
業
形
態
で
あ
る
と
と
を
特
色
と
し
て
ゐ
る
。
た
ど
そ
の
経
替
主
睦
が
圏
内
資
本
で
あ
る

と
い
ふ
意
味
で
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ヨ
ン
方
式
と
は
稿
し
難
い
が
、
そ
の
賠
を
除
外
す
れ
ば
生
産
関
係
。
基
本
的
粧
過
に
於
て
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ヨ
ン
方
式
と
事
も
異
ら
な
い
の
で
る
る
。

か
く
の
如
き
大
規
模
企
業
経
替
と
そ
の
本
質
に
於
て
全
く
別
箇
の
範
障
に
属
す
る
も
の
は
、
自
由
濁
立
の
自
作
農
経
替
で
あ
る
。

と
の
種
の
自
作
農
粧
替
は
そ
の
成
立
が
極
め
て
新
ら
し
い
ば
か
り
で
友
く
、
そ
れ
が
南
洋
醸
の
組
織
的
計
童
的
危
植
民
地
開
襲
と
い

ふ
農
業
政
策
の
方
針
の
下
に
創
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
と
れ
ら
の
自
作
農
経
替
は
原
佐
島
民
農
業
と
何
等
相
泊

す
る
こ
と
が
な
い
許
り
で
な
く
、
既
存
D
大
規
模
企
業
と
も
競
争
す
る
と
と
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
ら
の
諸
企
業
と
相
協
力
し
て
熱
帯
農

業
の
開
護
に
努
力
し
つ

L
b
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
論
述
に
於
て
、
私
は
か
く
の
如
き
自
作
農
経
替
の
成
立
が
如
何
に
し
て
行
は
れ
、

そ
の
現
放
は
如
何
で
あ
る
か
を
珊
か
越
ぺ
て
見
度
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
前
越
せ
る
大
規
模
企
業
経
替
に
就
い
て
は
別
の
機
舎

に
と
れ
を
論
や
る
と
と
に
し
て
設
で
は
自
作
農
粧
替
と
そ
れ
が
交
渉
す
る
闘
聯
に
於
て
の
み
若
干
之
に
論
及
す
る
に
止
め
ざ
る
を
得

友
い
。

第

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
沿
革
と
方
法

節-
項

農

業

植

民

の

荷

卒

南
洋
願
は
南
洋
群
島
中
人
口
が
比
較
的
稀
薄
に
し
て
未
開
荒
蕪
の
土
地
の
多
い
地
方
に
、
大
正
十
三
年
か
ら
昭
和
三
年
迄
の
五
年

第

3)典型的なる熊閣の裁植式企業としての南洋開設株式曾枇の研究としては根岸勉治氏

の近薬栽植企業方式論の第八章毅椋企業製糖株式合枇と其の植民的意義をあげるこ
とが出来る。問書 28]頁以下。



の
施
設
等
に
闘
し
て
は
別
に
植
民
地
D
現
献
を
述
べ
る
際
に
と
れ
に
論
及
す
る
と
と
に
し
ゃ
う
。

南
洋
騨
に
於
け
る
植
民
地
の
移
住
許
可
方
針
は
自
作
農
経
替
を
創
設
し
之
に
よ
っ
て
熱
帯
農
業
確
立
の
基
礎
を
つ
く
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
移
住
者
に
封
す
る
資
格
と
僚
件
は
比
較
的
厳
重
で
る
る
。
先
づ
一
般
的
資
絡
僚
件
と
し
て
は
次
の
六
項
目
を
あ
げ
る
と

と
が
で
き
る
。
即
ち

一
農
業
に
経
験
あ
る
満
二
十
歳
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
男
子
に
し
て
妻
帯
者
た
る
と
と
。

二
移
住
後
植
民
地
に
永
住
の
意
志
輩
固
に
し
て
自
作
農
た
る
決
心
を
以
て
困
苦
に
堪
へ
得
る
者
た
る
と
と
。

ヨ
出
願
人
法
官
の
指
定
す
る
期
間
内
(
許
可
の
日
よ
り
六
ヶ
月
以
内
)
に
家
族
全
部
を
移
住
せ
し
め
得
る
者
た
る
と
と
但
し
官

に
於
て
己
む
を
得
ざ
る
事
由
に
依
り
全
部
0
・
家
族
を
移
住
せ
し
め
得
ざ
る
者
と
認
め
た
る
場
合
は
此
の
限
り
に
あ
ら
や
。

四
身
元
確
賓
に
し
て
成
業
の
見
込
あ
る
者
た
る
と
と
。

佃
渡
航
費
の
外
約
一
ヶ
年
分
の
生
活
費
及
耕
作
費
金
と
し
て
移
住
者
二
人
の
場
合
は
二
五

O
関
以
上
、
一
二
人
の
場
合
は
一
一

δ
o

回
以
上
、
四
人
の
場
合
は
三
五

O
闘
以
上
、
五
人
以
上
の
場
合
は
増
加
一
人
に
付
一

O
O園
以
上
を
現
金
又
は
郵
便
貯
金
に
て
携
帯

し
得
る
者
た
る
と
と
。

項

刈
身
盟
強
批
に
し
て
他
人

κ嫌
忌

せ

ら

る

べ

き

疾

患

た

き

者

た

る

と

と

。

要

得

大
正
十
三
年
初
め
て
植
民
地
直
割
選
定
を
・
な
し
て
自
作
農
を
招
休
し
た
場
合
に
も
大
韓
右
の
保
件
に
類
似
し
た
保
件
が
る
っ
た
が
、
恥

資
金
千
園
以
上
を
必
要
と
す
る
襲
、
犯
罪
者
な
ら
ざ
る
と
と
を
必
要
と
し
た
が
、
昭
和
十
一
年
D
改

E
で
右
の
如
く
緩
和
さ
れ
た
の
隣業農

で
あ
る
。
と
れ
ら
の
移
住
出
願
者
の
範
域
に
就
い
て
も
矢
張
り
南
洋
鹿
に
一
出
此
の
方
針
が
あ
る
。
例
へ
ほ
ト
群
島
内
の
居
住
者
に
就
い
て
は

群
島
内
所
在
合
枇
に
於
て
招
致
し
た
る
移
民
は
原
則
と
し
て
移
位
を
許
可
し
な
い
。
但
し
合
祉
の
業
務
航
態
及
び
移
民
D
生
活
朕
態

を
精
議
し
て
巴
む
を
得
ざ
る
事
由
あ
り
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
移
位
が
許
さ
れ
る
。
と
れ
ば
所
謂
企
業
的
大
経
替
と
の
摩
擦
を
避

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
四
七

昭和十二年十月現在。1)南洋箆



南
洋
群
島
農
業
植
民
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一
類
灘

一
四
八

け
ん
と
す
る
主
旨
と
解
さ
れ
る
が
、
又
か
L
る
企
業
経
管
内
部
の
構
成
分
子
と
し
て
の
農
業
移
民
と
南
洋
膳
自
惜
の
自
作
農
移
民
と

が
農
業
問
題
の
重
.
要
注
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
比
較
商
量
せ
ら
る
L
可
能
性
の
存
在
す
る
と
と
を
示
す
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
共
他
の

群
島
内
の
居
住
者
に
封
し
て
は
所
定
の
資
格
に
合
致
す
る
者
は
調
奈
の
上
特
に
許
可
さ
れ
る
と
と
が
出
来
る
が
、
賞
際
に
許
可
さ
れ

た
も
の
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

二
共
に
所
調
外
地
の
居
住
者
に
封
し
て
は
、
そ
の
移
住
者
は
南
洋
群
島
へ
の
移
住
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
移
住
の
僚
件
を
遂
行

し
た
も
の
は
と
の
限
り
で
な
い
。
叉
外
地
の
一
般
居
住
者
は
所
定
の
有
資
格
者
た
る
場
合
に
は
移
住
を
許
可
さ
れ
る
。
後
述
す
る
如

く
朝
鮮
樺
太
よ
り
の
移
住
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
華
燭
か
ら
の
移
住
は
今
の
庭
存
在
し
友
い
。
三
現
在
最
も
多
い
の
は
矢
張
り
内
地

居
住
者
の
移
住
で
あ
っ
て
所
定
の
資
格
を
有
す
る
も
の
は
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
臆
の
許
可
移
民
に
限
っ
て
、
そ
の
義

務
を
遂
行
し
た
も
の
を
大
韓
許
可
す
る
の
で
あ
っ
て
、
と
の
場
合
に
は
右
の
義
務
遂
行
の
有
無
に
閲
す
る
所
轄
支
臆
長
の
詮
明
、
北

海
道
移
住
後
D
経
営
扶
況
、
縛
位
の
理
由
等
を
提
出
す
る
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
と
と
が
住
目
せ
ら
れ
る
。
植
民
地
の
移
住
者
は
い
づ

れ
の
地
域
よ
り
出
願
す
る
を
聞
は
や
、
願
書
は
出
願
せ
る
植
民
地
の
所
轄
支
臨
へ
提
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
共
際
願
書
に
は
戸
籍
謄

本
、
身
元
詮
明
書
、
経
歴
書
、
資
産
調
書
、
健
康
診
断
書
、
移
住
調
書
等
を
添
附
す
る
と
と
に
友
っ
て
ゐ
る
。

南
洋
躍
は
と
れ
ら
の
植
民
地
移
住
者
の
募
集
に
封
し
て
は
別
に
積
極
的
に
特
別
の
緒
設
を
行
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
移
住
者

は
自
己
の
個
人
的
な
闘
係
か
ら
新
し
い
移
住
者
を
勧
誘
す
る
と
い
ふ
現
扶
で
あ
る
。
と
れ
は
牧
容
す
る
移
民
の
敢
が
、
企
業
粧
替
の

如
く
多
く
な
い
矯
め
で
あ
る
。
叉
入
植
許
可
移
住
者
に
封
す
る
移
住
前
の
保
護
方
法
に
就
い
て
も
南
洋
臆
の
施
設
は
極
め
て
乏
し
く
、

移
住
費
補
助
金
O
如
き
も
の
は
全
然
存
在
し
友
い
。
僅
か
に
渡
航
費
の
割
引
が
あ
る
。
即
ち
般
客
三
等
運
賃
の
五
割
引
と
そ
の
引
越

荷
物
の
三
割
引
を
行
っ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
ぬ
。
群
島
の
植
民
地
開
蛮
を
よ
り
速
か
に
行
ふ
矯
め
に
は
移
住
後
の
施
設
も
然
り
で
あ
る
が
、

先
づ
何
よ
り
も
と
の
移
住
前
の
経
済
的
保
護
を
行
ふ
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
友
い
。



聞
に
植
民
医
劃
地
を
選
定
し
、
之
を
五
町
歩
ハ
六

O
間

l
二
五

O
間
)
に
小
直
劃
し
て
農
家
一
戸
を
入
地
せ
し
め
熱
帯
農
業
の
開
費

に
従
事
せ
し
め
る
と
と
に
し
、
昭
和
元
年
初
め
て
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
植
民
地
に
八
戸
の
入
地
を
見
た
の
で
あ
る
。
営
-
初
の
植
民
区
劃
紙

況
は
第
一
表
に
示
す
如
く
バ
ラ
オ
本
島
・
ボ
ナ
ベ
島
に
豆
り
一
、
八
六
三
町
歩
の
区
劃
面
積
で
る
っ
た
が
、
昭
和
十
年
南
洋
群
島
開

費
調
査
委
員
曾
の
答
申
に
基
い
て
、
そ
の
植
民
方
策
及
農
林
業
開
護
方
策
が
樹
立
せ
ら
れ
同
年
以
後
十
ヶ
年
閣
の
相
営
の
大
規
模
な

拓
殖
計
査
は
将
来
約
七
千
町
歩
の
土
地
に
一
四

O
O戸
の
邦
人
移
民
を
入
植
せ
し
め
る
と
と
に
た

p
、
俄
か
に
移
住
戸
数
も
増
加
し

た
の
で
、
昭
和
十
二
年
に
は
パ
ラ
オ
本
島
に
於
て
各
植
民
地
の
隣
接
地
を
区
劃
し
て
総
計
二
、
五
二
六
町
歩
に
横
接
す
る
と
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
乍
ら
近
年
更
に
と
の
移
位
者
増
加
白
傾
向
は
櫨
績
す
る
の
で
、
次
の
如
く
新
設
植
民
地
の
直
劃
を
訂
置
し
た
の
で
あ

る
。
と
れ
に
よ
れ
ば
、
新
設
植
民
地
は
五
箇
所
で
既
設
植
民
地
の
蹟
張
を
併
吃
て
三
千
町
飴
歩
の
商
積
に
亘
っ
て
ゐ
る
。

第

表

植

民

直

書l

欽

況

首

!f ポ同阿パ 選
ナ ラ
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五八七六三 部
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六三九五九 積
町町田I 町田I

備
考

本
表
は
南
洋
様
拓
殖
部
農
林
謀
、
植
民
地
移
民
扱
況
翻
査
、
昭
和
十
二
年
十
月
に
よ
る
。

第

二

表

新

設

植

民

地

域

及

面

積

支

島譲

J.m 

植

民

地

名

新

商

設

定

年

次

-~、

ラ

オ

~ 

J、

オ

ン

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
四
九



南
洋
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農
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型

備
考 同ボ同同問

. ，、

オ

パ

ド

ー

ル

ア

イ

ミ

ヨ

ン

オ

ギ

V

ル

パ

ル

キ

ー

ル

パ

I

-
フ

ン

ナ
計本

表
は
前
掲
第
一
表
と
同
一
の
資
料
に
よ
る
。

-、ニ
0
0

六
三

O

四
O
O

-
0
0
 

五

O
O

一
一
、
一
三

O

一
五

O

二
四

O
戸
一
昭
和
十
二
年
度
同
十
三
年
度

一
二
六
戸
一
同
十
五
年
度

八

O
戸
一
同

二
O
戸
一
昭
和
十
四
年
度
既
設
植
民
地
隣
接
地
を
医
劉
披
張
す

一
O
O戸
一
昭
和
十
四
年
度

六
二
六
戸
一

と
の
や
う
に
植
民
地
の
選
定
が
パ
ラ
オ
及
び
ポ
ナ
ペ
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
そ
の
自
然
的
経
済
的
保
件
に
基
く
こ
と
が
多
い
。
即

ち
群
島
内
の
各
島
腕
は
そ
の
一
陶
積
狭
ゅ
に
し
て
最
も
大
き
い
ポ
ナ
ぺ
島
に
し
て
も
そ
の
面
積
は
僅
か
に
三
七
五
方
粁
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
っ
て
パ
ラ
オ
島
・
ヤ
ツ
プ
島
・
サ
イ
パ
ン
島
・
テ
=
ア
ン
島
が
之
に
次
ぐ
。
し
か
し
乍
ら
サ
イ
バ
ン
及
テ
=
ア
ン
の
雨
島
は
師

に
南
洋
興
殻
株
式
含
駐
に
よ
っ
て
殆
ん

ε開
殻
し
つ
く
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
爾
儀
の
諸
島
の
み
が
植
民
地
建
定
の
封
象
と
・
な
っ
た
も

D
で
あ
り
、
と
れ
ら
の
諸
島
は
目
下
土
地
利
用
基
本
調
高
を
賓
施
中
で
あ
る
か
ら
、
と
の
調
夜
が
定
了
す
る
場
合
に
は
植
民
地
選
定

事
業
は
略
を
の
目
的
を
達
す
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
と
れ
ら
の
植
民
地
選
定
に
嘗
つ
て
は
選
定
さ
れ

た
る
土
地
は
相
営
の
可
耕
地
を
包
含
す
る
と
は
い
ふ
も
の
L
前
述
せ
る
如
く
各
島
の
厨
積
狭
少
に
し
て
其
の
地
形
も
頗
る
費
化
に
富

ん
で
ゐ
る
か
ら
北
海
道
・
蓋
轡
・
‘
樺
太
の
如
き
康
大
な
る
千
却
一
地
を
有
す
る
も
の
と
は
み
て
そ
の
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
整

然
た
る
区
劃
地
を
集
圏
的
に
設
定
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
地
形
土
質
周
園
の
事
情
等
の
諸
僚
件
に
よ
っ
て
費
地
に
過
し
た
蹟

劃
方
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
向
前
越
せ
る
パ
ラ
オ
及
び
ポ
ナ
ベ
雨
島
の
植
民
地
の
沿
革
に
つ
い
て
は
之
を
後
述
す
る

と
と
ろ
に
ゆ
づ
る
と
と
に
し
弐
に
と
れ
ら
の
植
民
地
の
移
住
は
如
何
に
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
か
を
述
べ
よ
う
。

第

=

項

植

民

の

方

植
民
地
の
土
地
に
闘
す
る
沿
革
は
前
節
に
於
て
越
べ
た
か
ら
裁
に
は
植
民
の
方
法
に
就
い
て
述
べ
る
と
と
に
す
る
。
位
し
移
住
後

法



第

二

節

南
洋
群
島
農
業
植
民
地
の
村
落
構
成

位
置
・
地
勢
・
地
質

南
洋
群
島
農
業
槌
民
地
の
分
布
欣
態
は
バ
ラ
オ
本
島

κ一
一
一
ケ
所
、
ポ
ナ
ベ
島
に
一
ケ
所
で
る
る
。
バ
ラ
オ
本
島
の
植
民
地
は
ア
イ

ラ
イ
・
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
・
ガ
ル
ド
ッ
ク
を
構
成
し
て
ゐ
る
が
、
い
づ
れ
も
昨
年
八
月
よ
り
夫
々
瑞
穂
村
、
朝
日
村
、
清
水
村
と
改
稿

と
の
う
ち
瑞
穂
村
は
南
洋
膳
の
存
在
す
る
コ
ロ
ー
ル
島
に
設
も
近
く
ア
イ
ラ
イ
村
の
西
部
ベ
ツ
グ
ン
ト
ア
ル
に

第

項

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
る
。
朝
日
村
は
パ
ラ
オ
本
島
の
西
海
岸
に
面
す
る
ア
ル
モ
ノ
グ
イ
村
の
路
中
央
に
位
し
、
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
川
の
流
域
に
市
ふ
て
ゐ

る
。
清
水
村
は
朝
日
村
と
は
反
釘
に
パ
ラ
オ
本
島
の
東
海
岸
に
面
す
る
カ
イ
シ
ヤ
ル
村
の
北
部
を
占
め
更

κそ
の
一
部
は
マ
ル
キ
ヨ

ク
村
の
南
部
を
も
占
め
て
ゐ
る
。

-
と
れ
ら
D
三
植
民
地
は
い
づ
れ
も
海
岸
よ
り
敷
粁
離
れ
た
小
川
の
流
域
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
地
勢
は
概
ね
卒
知
一
と
は
揺
し
難

く
、
寧
ろ
援
斜
傾
地
が
多
く
、
中
に
は
朝
日
村
の
一
部
の
如
く
甚
し
い
念
傾
斜
地
も
齢
く
な
い
。
叉
と
れ
ら
の
植
民
地
内
に
は
凶
岳

と
稀
す
べ
き
高
い
山
も
な
く
、
且
つ
密
林
地
帯
も
能
り
存
し
友
い
が
荒
蕪
地
や
漁
地
の
如
き
も
の
が
鹿
々
に
見
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
。

そ
の
地
質
は
安
山
岩
系
の
も
の
で
あ
っ
て
、
表
土
は
濃
く
赤
褐
色
を
帯
び
て
ゐ
る
。

他
の
一
つ
の
即
ち
ポ
ナ
ベ
島
の
パ
ル
キ
ー
ル
植
民
地
は
、
ポ
ナ
ベ
支
臨
の
所
在
地
コ
ロ
ユ
ヤ
市
街
よ
り
約
八
粁
飴
南
方
に
あ
る
。

そ
の
地
勢
は
相
営
高
い
け
れ
ど
も
墓
地
を
形
成
し
て
ゐ
る
虚
も
あ
っ
て
、
群
島
植
民
地
の
う
ち
で
は
一
番
庚
々
と
し
た
植
民
地
ら
し

い
気
分
を
興
へ
て
く
れ
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
植
民
地
の
周
固
に
は
常
に
密
室
が
そ
の
山
崩
を
覆
ふ
て
ゐ
る
高
山
続
林
が
多

く
、
規
則
的
に
毎
日
醸
雨
が
降
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
と
の
植
民
地
も
矢
張
り
昨
年
八
月
泰
来
村
と
改
稿
さ
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。

地
質
は
パ
ラ
オ
本
島
と
異
な
り
玄
武
岩
系
の
も
の
で
あ
る
が
表
土
は
寅
黒
色
を
帯
び
た
る
と
と
ろ
も
あ
り
赤
禍
色
を
帯
び
た
と
と
ろ

も
あ
る
が
、
地
味
は
恐
ら
く
バ
ラ
オ
本
島
の
植
民
地
よ
り
も
肥
沃
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

南
洋
群
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業
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第

=

項

気
候
・
水
利
・
自
然
的
災
害

パ
ラ
オ
植
民
地
も
ポ
ナ
ペ
植
民
地
も
共
に
純
熱
帯
闘
に
あ
り
且
つ
純
粋
の
海
洋
的
集
象
左
呈
す
る
。
そ
の
平
均
気
溢
は
殆
ん
ど
差

た
く
二
十
六
度
飴
で
、
且
つ
一
一
年
を
通
じ
て
の
季
節
的
費
化
に
乏
し
い
が
、
パ
ラ
オ
の
方
が
い
く
分
ポ
ナ
ぺ
よ
り
高
い
。
即
ち
一
-
年

の
う
ち
八
、
九
月
頃
か
ら
ポ
ナ
べ
で
は
策
櫨
が
下
っ
て
十
二
月
に
再
び
上
昇
す
る
が
、
パ
ラ
オ
で
は
寧
ろ
や
L

上
昇
す
る
傾
向
が
あ

る
や
う
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
年
千
均
気
温
及
ぴ
月
別
手
均
気
温
の
相
等
し
い
雨
植
民
地
で
は
農
業
生
産
の
僚
件
は
祭
温
以
外
の
気

象
僚
件
即
ち
降
水
量
及
び
日
照
時
聞
の
多
少
並
に
そ
の
分
布
欣
態
に
支
配
さ
れ
る
と
と
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
。

パ
ラ
オ
で
は
昭
和
元
年
よ
り
昭
和
十
年
迄
の
平
均
年
降
水
量
は
一
ニ
、
九
五
二
・
八
耗
で
二
月
よ
り
同
月
に
至
る
三
ヶ
月
間
は
雨
量
ゆ

く
、
そ
の
聞
の
月
別
降
水
量
は
一
七
O

|
二
四
七
耗
に
し
て
乾
操
期
と
稿
す
る
よ
り
も
寡
雨
期
と
稿
す
る
に
相
躍
し
い
。
と
れ
に
封

し
て
、
ポ
ナ
ベ
は
群
島
中
最
も
降
水
量
が
多
く
、
ぷ
雨
期
た
る
二
、
三
月
に
於
て
そ
の
月
別
降
水
量
は
二
七

O
耗
乃
至
二
九

O
粍
に

及
び
年
降
水
量
は
問
、
八
七
四
・

O
粍
と
い
ふ
鴬
く
べ
き
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
降
水
日
教
か
ら
見
て
も
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
昭
和
六
年
以
降
五
ヶ
年
平
均
年
降
水
日
教
は
パ
ラ
オ
で
は
二
八
二
日
で
あ
る
の
に
射
し
て
ポ
ナ
ペ
で
は
三
二
二
日
に
及

ん
で
ゐ
る
。

し
か
る
に
年
日
照
時
聞
は
パ
ラ
オ
の
二
、
二
八

0
時
聞
に
封
し
、
ポ
ナ
ベ
は
二
、

0
0
一
時
間
に
し
て
、
月
別
綾
高
日
照

時
間
も
パ
ラ
オ
の
三
月
及
四
月
の
二
二

0
時
間

l
二一二

0
時
間
に
封
し
ポ
ナ
ペ
の
夫
は
七
月
及
八
月
の
一
九

0
時
間

l
二
0
0時
間

で
あ
る
。
叉
最
低
日
照
時
聞
に
パ
ラ
オ
の
七
月
の
一
五
七
時
間
に
封
し
、
ポ
ナ
べ
で
は
十
二
月
の
一
四

0
時
間
と
な
っ
て
ゐ
る
。

次
に
風
力
に
つ
い
て
見
る
に
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
は
南
東
風
が
多
く
、
十
一
月
よ
り
四
月
頃
迄
は
北
東
季
節
風
が
多
く
、
バ
ラ

ォ
・
ポ
ナ
ベ
雨
島
と
も
風
力
に
は
大
差
な
く
所
謂
鵬
風
な
ど
も
そ
の
費
生
地
で
は
あ
る
が
そ
の
揺
監
時
代
に
属
す
る
た
め
に
暴
風
雨

に
な
る
と
と
が
稀
で
る
っ
た
。
し
か
し
一
度
と
の
種
の
暴
風
雨
が
襲
来
す
れ
ば
島
興
は
悉
く
狭
山
少
で
あ
る
か
ら
全
島
の
被
害
は
甚
し

い
の
で
あ
っ
て
、
西
暦
一
九

O
五
年
即
ち
明
治
三
八
年
の
ポ
ナ
ペ
の
大
暴
風
雨
は
そ
の
被
害
最
も
遅
し
く
同
島
の
榔
子
樹
は
殆
ん
ど

四
分
の
三
は
倒
潰
し
た
が
人
畜
の
死
傷
は
比
較
的
少
な
か
っ
叫
ん
。
パ
ラ
オ
島
で
も
昭
和
二
年
の
暴
風
雨
は
相
官
の
被
害
を
興
へ
た
の

昭和十二年十二月1)ポナペ支際管内級事悪



で
あ
る
が
既
往
の
被
害
回
数
か
ら
一
吉
へ
ば
パ
ラ
オ
の
二
回
に
劃
し
て
ポ
ナ
ぺ
の
六
回
を
教
へ
る
と
と
が
出
来
、
バ
ラ
オ
植
民
地
は
ポ

ナ
ベ
植
民
地
に
比
し
て
自
然
的
災
害
は
少
い
と
言
ふ
と
と
が
出
来
ゃ
う
e

バ
ラ
オ
及
び
ボ
ナ
ペ
と
も
群
島
中
水
利
閥
係
は
比
較
的
基
ま
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、
特
に
ボ
ナ
ペ
の
如
き
は
水
田
に
漉
概
す
る

と
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
水
質
は
徐
り
良
好
で
た
く
、
水
量
も
聾
富
と
は
言
ひ
難
い
。
従
っ
て
自
家
用
の
飲
料
水
は
概
ね
之
を

天
水
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第

三

項

ヲ且f
J、

開

係

通

バ
ラ
オ
植
民
地
の
う
ち
で
、
ア
イ
ラ
イ
即
ち
瑞
穂
村
は
南
洋
顧
の
在
る
コ
ロ

1
ル
島
に
最
も
近
く
、
護
動
機
舶
に
よ
っ
て
問
、
五

O
分
に
て
達
す
る
と
と
が
出
来
る
。
昭
和
六
年
か
ら
は
南
洋
属
の
命
令
航
路
と
し
て
小
型
建
動
機
舶
ハ
五
噸
時
速
六
浬
〉
が
毎
日
二

回
往
復
す
る
や
う
に
友
っ
て
か
ら
は
交
通
関
係
は
極
め
て
良
く
・
な
っ
た
。
植
民
地
内
の
道
路
は
幅
員
三
米
の
道
路
が
南
北
に
八
七
六

二
米
縦
貫
し
て
を
り
、
隣
村
ア
イ
ミ
リ

1
キ
と
の
接
績
道
路
も
昭
和
六
年
に
設
け
ら
れ
た
。
倫
昭
和
十
一
A

年
に
は
植
民
地
の
有
志
よ

り
な
る
便
利
組
合
と
い
ふ
農
産
物
の
搬
出
事
業
組
合
に
封
し
て
八

O
O閣
の
補
助
金
を
奥
へ
て
護
動
機
舶
一
嬰
を
建
造
し
て
生
売
物

の
搬
出
に
営
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
今
瑞
穂
村
と
コ
ロ

l
ル
聞
の
運
賃
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。

胞石パ野

見茶

五
寅
迄

十
貫
迄

一

個
一

個
}

俵

泊

料箱ケ類

四
銭
七
銭
五
銭
一O
銭
一O
銭

雑

貨

味

噌

及

醤

油

鳳

梨

一

個

一

個

十
貰
迄

米般

俵隻箱

一O
銭

七

O
銭

一
五
銭

五
銭
一O
銭

一
五
銭

白臭沼

次
に
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
即
ち
朝
日
村
植
民
地
は
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
川
の
流
域
に
あ
り
コ
ロ
1
ル
よ
り
は
ガ
ス
パ
ン
構
を
経
て
ガ
ル
ミ
ス

カ
ン
川
を
遡
航
す
る
の
を
普
通
と
す
る
。
と
の
川
の
控
諜
工
事
は
昭
和
八
年
に
行
は
れ
、
現
在
で
は
瑞
穂
村
と
同
巴
く
命
令
航
路
と

な
っ
て
ゐ
て
年
二
五

O
回
以
上
就
航
す
る
と
と
に
友
つ
て
ゐ
る
。
植
民
地
内
の
道
路
は
昭
和
一
二
年
並
に
昭
和
十
年
に
約
一
一
一
一
一
一
八
米
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四

新
設
さ
れ
、
隣
村
又
は
他
部
落
と
の
交
通
は
プ
イ
ミ
ヨ
ン
村
と
の
聞
に
一
一
六
六
六
米
、
ア
ル
モ
ノ
グ
イ
村
ア
ル
マ
テ
ン
部
落
と
の
聞

に
延
長
六

O
O
O米
の
道
路
が
あ
り
、
パ
ラ
オ
植
民
地
の
う
ち
で
最
も
交
通
の
便
に
富
ん
で
ゐ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
コ
ロ

l
ル
よ

り
の
運
賃
は
や
上
向
く
白
米
一
俵
が
二

O
銭
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
所
要
時
間
ハ
約
四
時
間
)
に
比
較
す
れ
ば
瑞
穂
村
の
場
合
よ
り
も

低
廉
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

ガ
ル
ド
ッ
ク
植
民
地
の
コ
口

l
ル
と
の
交
通
は
一
一
初
め
は
カ
イ
シ
ヤ
ル
波
止
場
に
よ
っ
て
ゐ
た
が
、
回
り
不
定
期
で
あ
っ
た
。
定
期

舶
の
交
通
は
昭
和
九
年
か
ら
で
そ
れ
も
ガ
ラ
ガ
ソ

l
波
止
場
に
驚
い
た
の
で
あ
る
が
昭
和
十
年
ガ
ル
ド
ッ
ク
川
の
俊
楳
工
事
に
よ
っ

て
と
の
川
を
遡
航
し
て
ガ
ル
ド
ッ
ク
植
民
地
に
入
る
と
と
が
出
来
る
や
う
に
な
り
、
同
時
に
命
令
航
路
と
な
っ
て
南
洋
臨
よ
り
毎
年

航
路
補
助
金
を
交
付
さ
れ
、
年
二
二

O
回
以
上
就
航
す
る
と
と
に
な
っ
て
漸
く
交
通
の
便
が
聞
け
た
の
で
あ
る
。
ガ
ル
ド
ッ
ク
植
民

地
内
の
斡
紘
道
路
拡
昭
和
八
年
及
び
同
九
年
に
ガ
ラ
ガ
ソ
ー
と
の
連
絡
距
離
二
二
六
二
米
が
完
成
さ
れ
た
の
を
端
緒
と
し
そ
れ
迄
は

鳩
道
と
稿
す
る
尺
内
外
の
自
然
路
が
る
る
の
み
で
あ
っ
た
。
越
え
て
昭
和
十
年
に
は
ガ
ル
ド
ッ
ク
川
の
本
流
に
泊
っ
て
と
D
植
民
地

を
縦
貫
す
る
三
五

O
O米
の
道
路
が
敷
設
さ
れ
、
ガ
ル
ド
ッ
ク
コ
ロ

l
ル
聞
の
定
期
船
と
聯
絡
す
る
と
と
が
出
来
る
や
う
に
な
り
、

昭
和
十
二
年
に
は
そ
の
延
長
斡
支
線
併
せ
て
約
二
千
米
余
が
敷
設
さ
れ
た
。
と
れ
に
よ
っ
て
植
民
地
内
の
交
通
の
動
脈
は
完
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
他
の
植
民
地
と
同
様
に
、
支
線
道
路
の
敷
設
は
ま
だ
ま
だ
完
全
一
な
る
も
の
と
は
謂
ひ
得
た
い
の
で
あ
る
。
又
カ
イ

あ
る
に
過
守
、

シ
ヤ
ル
部
落
と
の
道
路
八
七
六
二
米
は
既
に
昭
和
七
、
八
年
に
完
成
さ
れ
た
。
叉
隣
村
と
の
交
通
路
は
ア
イ
ラ
イ
と
は
島
民
道
路
が

マ
ル
キ
ヨ
ク
、
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
と
の
接
績
道
路
も
原
始
的
道
路
の
域
を
脆
せ
歩
自
縛
車
の
利
用
が
不
可
能
で
あ
る
。

パ
ラ
オ
植
民
地
の
交
通
闘
係
は
大
睦
以
上
の
如
〈
で
あ
る
が
、
ポ
ナ
ベ
植
民
地
の
交
通
関
係
は
之
を
詳
か
に
し
な
い
が
、
ポ
ナ
ベ

支
臨
所
在
地
コ
ロ
-
一
ヤ
と
の
連
絡
道
路
が
唯
一
の
幹
娘
道
路
で
昭
和
十
一
年
そ
の
詮
中
の
念
匂
配
を
改
修
し
て
以
来
リ
ヤ
カ
ー
、
牛

馬
等
の
交
通
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
降
雨
の
多
い
篤
め
に
破
損
が
産
し
く
、
自
動
車
の
運
行
は
雨
期
な
ら
ざ
る
場
合
に

も
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ポ
ナ
ベ
植
民
地
の
交
通
は
パ
ラ
オ
の
夫
に
比
す
れ
ば
遥
か
に
護
建
の
程
度
が
遅
れ
て
ゐ
る
と



想
像
さ
れ
る
。
加
之
、
バ
ラ
オ
は
横
演
よ
り
少
く
共
約
十
二
日
は
か
h

る
の
に
反
し
て
、
ポ
ナ
ベ
は
横
演
よ
り
少
く
共
約
十
四
日
は

必
要
で
あ
り
且
つ
航
海
数
が
パ
ラ
オ
よ
り
も
少
い
の
で
あ
る
か
ら
、
植
民
地
へ
の
移
民
の
招
掠
に
は
一
厨
困
難
を
発
が
れ
な
い
と
言

へ
ょ
う
。

と
れ
ら
の
同
値
民
地
に
は
遮
信
事
務
を
取
扱
ふ
べ
き
機
闘
の
存
在
し
て
ゐ
な
い
と
と
は
定
に
遺
憾
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
ら
の
植
民

地
に
は
郵
便
局
が
な
い
か
ら
、
パ
ラ
オ
植
民
地
の
場
合
に
は
定
期
船
に
托
し
て
受
議
さ
れ
る
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
内
地
か
ら
の

電
報
が
十
日
後
に
始
め
て
落
手
し
た
と
い
ふ
挿
話
さ
へ
あ
る
。
ポ
ナ
ベ
植
民
地
は
比
較
的
郵
便
局
に
近
い
け
れ
ど
も
、
配
達
が
行
は

れ
な
い
か
ら
同
様
に
多
大
の
不
便
が
兎
れ
な
い
の
で
あ
る
。
植
民
地
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
郵
便
物
も
増
加
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

と
れ
ら
の
植
民
地
に
は
可
及
的
速
や
か
に
握
信
事
務
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
。

落

植
民
地
村
落
の
沿
革
は
各
植
民
地
に
よ
っ
て
相
異
す
る
か
ら
左
に
簡
単
に
そ
の
要
鮪
を
略
述
し
ゃ
う
。

南
洋
臨
が
植
民
直
査
地
主
設
定
し
て
最
も
平
く
移
住
し
た
の
は
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
即
ち
朝
日
村
で
あ
る
。
即
ち
大
正
十
五
年
北
海
道

よ
り
六
戸
、
宮
城
牒
・
神
奈
川
牒
よ
り
各
一
戸
計
八
戸
の
入
植
者
が
る
っ
た
が
昭
和
三
年
五
月
の
大
暴
風
雨
に
よ
っ
て
牧
穫
皆
無
と

な
り
再
起
の
見
込
友
き
も
の
四
戸
は
直
ち
に
他
に
柑
特
出
し
、
盛
り
四
戸
は
初
志
を
貫
徹
す
べ
く
踏
み
止
ま
っ
た
が
殆
ん

E
其
の
日
の

生
活
に
も
窮
す
る
紙
態
で
あ
っ
た
か
ら
ガ
ル
ミ
ス
カ
ン
川
の
波
諜
工
事
を
請
負
は
し
め
て
多
少
の
牧
入
白
道
を
講
ぜ
し
め
、
教
ケ
月

後
に
辛
じ
て
説
菜
の
牧
穫
を
得
た
が
、
消
費
地
た
る
コ
ロ

1
ル
へ
の
出
荷
は
海
路
交
通
の
不
便
(
月
僅
か
に
三
回
)
な
り
し
た
め
島
氏

周
カ
ヌ
ー
に
托
す
る
結
果
、
迅
速
を
欠
き
従
っ
て
品
質
の
低
下
を
来
し
経
済
的
に
採
算
が
絶
望
と
看
徹
さ
れ
た
。
共
後
移
住
す
る
も

り
が
あ
づ
た
が
何
れ
も
開
墾
着
手
に
至
ら
や
他
に
退
去
し
、
昭
和
五
年
に
は
一
時
移
住
者
皆
無
と
い
ふ
悲
惨
な
状
態
に
陥
っ
た
が
、

同
年
二
戸
、
昭
和
七
年
に
も
二
戸
入
植
し
、
昭
和
十
二
年
末
に
は
九
九
戸
を
教
へ
る
に
至
っ
た
D
で
あ
る
。

朝
日
村
に
弐
い
で
植
民
地
移
位
の
行
は
れ
た
の
は
瑞
穂
村
で
あ
っ
て
、
営
初
の
直
劃
地
面
積
は
一
三
二
町
で
移
住
者
二
三
戸
を
入

第

四

項

やf

の

活

革

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
五
五



商
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
五
六

植
せ
し
め
る
設
定
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
二
年
初
め
て
南
洋
属
産
業
試
験
場
の
傭
人
四
名
を
選
ん
で
入
地
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
と
れ

ら
の
務
位
者
は
農
業
経
替
資
料
を
提
供
す
る
と
と
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
特
別
の
補
助
金
を
興
へ
て
定
着
せ
し
め
た
が
昭
和
八
年
及

び
昭
和
十
一
年
に
三
戸
時
出
し
現
在
で
は
一
戸
し
か
残
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
共
後
年
々
移
住
戸
数
が
増
加
し
て
昭
和
十
二
年
末

に
は
六
一
戸
を
教
へ
移
住
者
牧
容
の
限
界
に
遣
し
つ
L
あ
る
と
い
っ
て
も
差
支
へ
な
い
。

ガ
ル
ド
ッ
ク
即
ち
清
水
村
の
植
民
地
移
住
は
右
の
二
植
民
地
に
比
べ
る
と
遥
か
に
遅
く
、
昭
和
八
年
北
海
道
を
始
め
十
四
牒
の
移

住
者
二
九
戸
を
以
て
嘱
矢
と
す
る
の
で
あ
る
。
北
海
道
よ
り
の
移
住
は
、
昭
和
六
、
七
年
と
連
績
せ
る
冷
害
に
遭
遇
せ
る
根
室
園
楳

津
村
及
別
海
村
の
農
家
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
移
住
者
の
系
住
営
時
は
一
戸
も
家
屋
が
-
な
か
っ
た
か
ら
家
族
は
金
部
カ
イ
シ
ヤ
ル
村

の
島
民
ア
バ
イ
に
寄
遇
し
て
般
住
宅
の
建
築
を
念
い
だ
と
言
ふ
と
と
で
あ
り
、
交
通
不
便
の
矯
め
農
作
物
の
販
路
に
窮
し
或
は
食
料

品
の
快
乏
に
苦
し
ん
だ
と
と
も
b
っ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

ポ
ナ
ベ
の
植
民
地
春
来
村
の
直
劃
地
一
帯
は
往
時
島
民
の
居
住
す
る
も
の
多
く
農
耕
に
従
事
し
た
あ
と
が
・
あ
る
と
言
は
れ
悪
疫
の

流
行
に
よ
っ
て
死
亡
叉
は
他
に
移
住
し
た
も
の
と
言
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
貫
相
は
判
然
と
し
た
い
。
現
在
と
の
植
民
地
附
近
に
は

島
氏
の
居
住
す
る
も
の
が
な
い
。
と
の
植
民
地
の
直
劃
は
既
に
昭
和
三
年
八

O
三
町
に
一
六

O
戸
の
移
民
を
牧
容
す
る
や
う
に
選
定

さ
れ
た
が
、
移
民
の
招
仙
怖
に
は
積
極
的
施
設
を
講
じ
・
な
か
っ
た
か
ら
、
移
住
者
の
定
着
し
た
り
は
昭
和
七
年
で
あ
っ
て
、
最
初
の
移

民
の
中
に
は
北
海
道
よ
り
の
移
民
も
存
在
し
て
ゐ
た
と
と
は
パ
ラ
オ
の
二
植
民
地
の
場
合
と
同
様
に
興
味
あ
る
現
象
で
あ
っ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
共
後
逐
年
来
住
者
を
増
加
し
て
昭
和
十
三
年
九
月
末
調
査
に
よ
れ
ば
六
五
戸
の
移
住
者
が
あ
る
。
十
本
来
村
の
植
民
地
は

交
通
閥
係
等
に
よ
っ
て
パ
ラ
オ
植
民
地
よ
り
は
そ
の
護
展
が
遅
れ
て
ゐ
る
の
は
、
一
考
を
煩
は
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
ろ
で
あ
っ
て
、

よ
り
積
極
的
施
設
を
講
や
べ
き
飴
地
の
存
す
る
と
と
は
言
ふ
を
侠
た
な
い
で
あ
ら
う
。

第
五
項
移
住
戸
数
及
人
口
献
態

南
洋
群
島
に
於
け
る
農
業
植
民
地
の
移
住
戸
数
は
失
に
一
不
す
如
く
糠
計
二
九
八
戸
に
し
て
と
れ
を
牧
容
見
込
戸
数
回
二
八
戸
に
比



す
れ
ば
約
七
o
u
m
に
営
り
、
向
約
三
O
d
w
の
牧
容
力
が
る
る
。
し
か
し
乍
ら
各
植
民
地
の
賓
欣
を
見
る
に
、
そ
の
牧
容
力
に
は
大
き

-
な
相
違
が
あ
る
。
即
ち
ポ
ナ
ベ
の
春
来
村
最
も
牧
容
力
大
き
く
パ
ラ
オ
の
清
水
村
そ
れ
に
次
ぎ
、
朝
日
村
及
び
瑞
穂
村
は
牧
容
力
小

さ
く
飽
和
紙
態
に
近
い
。
今
と
れ
ら
の
移
住
戸
数
と
入
植
戸
数
と
を
封
照
す
れ
ば
、
入
植
戸
数
三
七
一
戸
に
封
し
移
住
戸
数
の
現
在

戸
数
は
約
八

O
%
に
し
て
入
植
後
何
等
か
り
理
由
に
基
い
て
退
去
せ
る
戸
数
は
約
二

O
%
に
上
る
の
で
あ
っ
て
と
D
割
合
は
決
し
て

等
閉
硯
す
べ
き
も
の
で
た
く
熱
帯
植
民
問
題
研
究
上
仔
細
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
の
黙
の
分
析
は
之
を
十
分
に
統
計
的
に

明
か
に
な
し
得
な
い
が
、
私
の
調
蒼
.
の
範
園
で
は
本
人
並
に
家
放
の
疾
病
に
基
く
も
の
最
も
多
く
、
資
金
の
不
足
・
時
業
・
家
事
の

都
合
等
に
よ
る
も
の
が
そ
れ
に
・
次
い
で
多
い
ゃ
う
で
あ
る
。

第

三

表

植

民

地

移

住

戸

数

円
昭
和
十
二
年
十
月
)
日
現
在
)

春請朝瑞
植

計来水日穂
民

地

村村村村
名

許

可

戸
四一一一
七四一四六 重主
一=五七六

入

絃

戸

一一 一
七九九一六 設
一八 O 九四

現

在

戸
一一
九六八九六 薮
八二二四 O

牧
~ーι1-

見

込
四一一一 戸
二六 00六 数
八 0:::;'一四

数現
に在
重量戸
す重量
るの

八六九七九
比入

O三一八三 率植

%%男G% % %戸

備
考

本
表
は
第
一
表
と
同
一
の
養
料
に
よ
る
。

，
択
に
各
植
民
地
別
に
移
住
戸
数
及
び
そ
の
人
口
献
態
を
一
示
す
と
と
に
し
ゃ
う
。

第

四

表

瑞
穂
村
移
住
戸
数
並
人
口
駅
態

昭
年

次
年

許

可

戸

数
四

入

植

戸

数

現

在

戸

数

一
入

植

人

円

現

在

人

口

和

四

南
洋
群
島
農
業
経
民
の
一
類
型

一
五
七



市
問
洋
群
島
農
業
経
民
の
一
類
型

/、-・

O 凶四八五五六五二

七一一一一一一一一一一一一
二
四一一一七

七
九
六
七

二
九
三

一
五
八

七一七一一一一
二
一
二
四一一一七

七
九
六
七

二
七
七

昭
年

和

十十十九八七六五四三二元
一一 ー

度
i平年年年年年年年年年年年

許

訂f

戸

一一一一一一一 一一一i 数
九二一八一二|二四一九八

入

椋

戸

一 一一 一一 数一一
九二七二六二 lニ四一六八

現

在

戸

一 一一 一一 数
九二六一三一|ニ l

入

ー‘

被

人

八一六五九 一一 一一 口
七 O五七二八 10三四四四

一
現

在

人
一一
八 O六五八 口 l
七九一五一四 LQJ

四

年
五

年

六

年

七

年
八

年

九

年

十

年

十
一
年

十
二
年

計

六一ー
四四四八五五六六二

中一一〆、
六四五八五五七六二

第

四

表

朝
日
村
移
住
戸
数
並
人
口
欣
態

E 



計

正手昭

和

正手昭

和

十十十九八七

言「計

第

四

表

度

許

可可

一
四
七

一
一
九

清
水
村
移
住
戸
数
並
人
口
献
態

現

E 戸

数

入

植

戸

数九二一
O 四八八一九

盟

春
来
村
移
住
戸
数
並
人
口
献
態

現

戸

数 一四
五四三八五回一

四一五一一八
一
九
一一
四
五

入

植

戸

数
一

三

O
三

O六六
一一一一九

九
凶

九
回

在

戸

数八二一 一二
二三八七 O 四 l

ノ、

一九一四五六六

入入

五
九
四

穂

人

口口

七二六六五五三|ー

現

在

人
五

O
七

口

年年年年年年

在

戸

数

五
八
六
七
四
八
九
六

}
一
五

間
八
四

椋

人

現

在

四
一
六

O
間
四
九
五

一
一
九

四
五
九

人

第

四

表

度

許

間
三五五三二二四

口七七一一一一関五
一一八
九二六六四一 O

十十十九八七

年年学年年年

備
考

本
表
は
す
べ
て
南
洋
臆
拓
殖
調
農
林
謀
、
植
民
地
移
民
絞
況
調
書
ハ
昭
和
十
二
年
十
月
〉
に
よ
る
、
昭
和
十
二
年
度
は
円
ヲ
れ
も
周
年
十

月
一
日
現
在
の
貧
態
を
示
す
。
但
し
春
家
村
の
み
は
十
二
年
末
現
在
に
て
ポ
ナ
ペ
支
勝
春
来
村
植
民
地
の
現
況
(
昭
和
十
三
日
千
九
月
調
)

に
よ
る
。

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
五
九



中
関
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一六
O

瑞
穂
村
で
は
右
に
示
す
如
く
入
植
戸
数
六
問
戸
の
う
ち
現
住
す
る
も
の
六

O
戸
に
し
て
四
戸
し
か
退
去
し
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
移

住
者
の
定
着
率
は
九
一
二
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。
と
れ
に
反
し
て
朝
日
村
は
二
五
戸
の
退
去
、
清
水
村
は
八
戸
の
退
去
に
よ
っ
て
定
震
寧

は
夫
k

七
八
%
、
九
一
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
閃
し
て
清
水
村
の
退
去
中
に
は
他
の
植
民
地
へ
輔
佐
し
た
も
の
が
五
戸
る
る
。
春
来
村

の
植
民
地
は
パ
ラ
オ
の
三
植
民
地
に
比
す
れ
ば
そ
白
佐
治
訪
中
は
遥
か
に
悪
く
僅
に
六
三

M
で
あ
る
。
と
の
事
賓
に
依
る
も
ポ
ナ
ベ
植

民
地
が
土
地
生
産
力
か
ら
見
て
甚
だ
し
い
相
具
が
た
く
寧
ろ
農
作
物
に
よ
っ
て
は
米
作
の
可
能
性
の
如
き
パ
ラ
オ
植
民
地
よ
り
優
位

と
看
倣
さ
る
与
も
の
L
存
在
す
る
に
も
拘
は
ら
や
農
業
植
民
の
定
着
容
の
低
か
り
し
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
ら
う
。

と
れ
ら
の
植
民
地
の
現
住
人
口
は
以
上
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
家
族
構
成
の
扶
態
に
就
い
て
は
只
僅
か
に
性
別
人
口
を

知
り
得
る
の
み
で
詳
し
い
年
齢
別
人
口
共
他
人
口
動
態
に
闘
す
る
資
料
を
歓
く
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
性
別
人
口
で
は
男
子
が
女
子
よ

り
も
遥
か
に
多
い
と
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ζ

れ
ら
の
移
住
者
の
本
籍
地
を
見
る
に
北
は
樺
太
・
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
に
及
び
移
住

者
を
見
ざ
る
府
臓
は
京
都
・
千
葉
・
一
価
井
・
山
梨
・
滋
賀
・
奈
良
・
烏
根
・
一
隅
岡
の
一
府
七
牒
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍

ら
か
く
金
聞
各
地
に
分
布
し
て
ゐ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
分
布
欣
態
に
は
一
つ
の
特
色
が
あ
る
と
と
を
看
過
し
え
な
い
、
即
ち
と

れ
ら
の
移
住
者
を
最
も
多
く
選
っ
て
ゐ
る
の
は
北
海
道
で
あ
っ
て
戸
敢
に
於
て
一
二
七
戸
で
移
住
者
組
戸
数
の
四
二
%
に
営
り
、
人

口
に
於
て
は
七
三
七
人
で
質
に
移
佐
穂
人
口
の
四
八
%
に
嘗
る
の
で
る
る
。
北
海
道
に
，
次
い
で
は
東
京
府
D

一
五
戸
、
一
隅
島
腕
及
和

歌
山
鯨
の
各
一
四
戸
な
ど
を
算
へ
得
る
が
到
底
北
海
道
の
足
元
に
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
南
洋
群
島
の
農
業
植
民
は
北

海
道
に
之
を
仰
い
で
ゐ
る
と
言
つ
で
も
過
言
で
は
た
い
の
で
る
り
、
北
海
道
と
そ
は
未
だ
開
拓
の
半
ば
に
あ
る
と
は
言
ふ
も
の
L
新

し
き
移
植
民
の
パ
イ
オ
ェ

l
ア
を
養
ふ
に
最
も
相
躍
し
い
母
胎
で
あ
る
と
と
を
震
設
す
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
れ

は
単
に
寒
地
農
業
開
拓
に
と
っ
て
の
み
な
ら
や
熱
帯
農
業
の
開
拓
に
と
っ
て
も
他
に
類
を
見
な
い
移
植
民
の
良
き
母
胎
で
あ
り
父
温

床
で
も
あ
る
と
言
へ
や
う
。

と
れ
ら
の
植
民
地
に
は
農
業
移
住
者
の
他
に
、
小
製
校
職
員
、
韓
師
、
農
業
指
導
員
が
居
住
し
て
ゐ
る
が
、
パ
ラ
オ
の
朝
日
村
・



清
水
村
及
び
瑞
穂
村
に
は
共
の
他
に
鳳
梨
ヱ
場
の
設
置
に
よ
っ
て
そ
の
従
業
員
の
来
住
を
見
て
ゐ
る
が
共
の
教
は
少
い
。
と
れ
ら
の

植
民
地
は
漸
く
村
落
の
構
成
が
出
来
、
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
職
業
構
成
も
極
め
て
閥
単
純
で
あ
る
の
を
兎
か
れ
友
い
の
で
あ
る
。
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日川八年十
手
A

1

0

昭

た'し
姿
立
段
成
誌
が

地
品
口

氏
治
極
自
ク
月
ヅ

九
y
年・

ル
同
ガ
は
島
村
オ
日
ラ
朝

・
次
に
植
民
地
内
の
圏
趨
的
事
器
対
と
し
て
は
、
禾
だ
特
筆
す
べ
き
も
の
が
な
く
、
野
菜
類
。
出
荷
組
合
O
如
き
申
し
合
ぜ
組
合
が
唯
制
HM

一
の
経
情
国
間
瞳
で
あ
る
が
、
も
っ
と
法
人
化
し
た
強
力
な
協
同
組
織
の
設
立
が
要
望
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
の
や
う
友
組
織
は
恐
ら
く
耕
一
日

遠
か
ら
十
俊
民
現
せ
ら
れ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
植
民
地
生
産
物
の
加
工
過
程
が
純
然
た
る
資
本
的
企
業
に
よ
っ
て
支
国
さ
れ
て
郎
酬
太
は

ゐ
る
の
を
見
る
-
な
ら
ば
、
と
の
種
の
生
産
者
の
協
同
組
織
の
成
立
は
決
し
て
早
き
に
失
す
る
と
と
は
あ
り
得
た
い
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
淳
村

極
め
て
小
規
模
な
経
済
圏
韓
と
し
て
は
所
謂
無
音
講
に
属
す
る
性
質
の
も
の

L
存
在
を
認
め
た
と
と
ろ
も
あ
る
が
詳
し
い
と
と
は
判
加
職

明
し
た
い
。
筒
各
植
民
地
に
は
、
青
年
圏
、
女
子
青
年
圏
、
在
郷
軍
人
命
、
小
串
校
保
護
者
合
等
が
既
に
設
立
さ
れ
て
、
さ
L
や
か

2

3

南
洋
群
島
の
邦
人
の
集
園
地
域
に
は
眠
和
六
年
麗
令
を
以
て
部
落
規
定
が
制
定
さ
れ
現
在
九
部
落
が
存
在
し
て
ゐ
る
。
と
の
規
定

に
準
接
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
各
植
民
地
に
は
矢
張
り
自
治
舎
と
稽
ず
る
も
の
が
あ
っ
て
植
民
地
の
公
共
事
務
を
底
理
し
て
ゐ
る
。

今
と
の
自
治
躍
の
組
織
の
整
備
し
て
ゐ
る
清
水
村
の
場
合
を
述
べ
る
と
、
と
の
植
民
地
で
は
入
植
の
翌
年
即
ち
昭
和
九
年
三
月
に

部
落
長
た
る
も
の
が
公
認

3
れ
て
自
治
髄
構
成
の
前
身
と
な
り
、
飾
郡
て
同
年
十
月
に
は
パ
ラ
オ
支
躍
の
内
示
に
基
き
協
議
を
行
っ
た

結
果
同
月
十
四
日
に
自
治
舎
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
自
治
舎
の
役
員
は
合
長
副
舎
長
、
出
納
係
〈
各
一
名
)
評
議
員

〈
八
名
、
内
二
名
は
支
繭
師
長
の
推
薦
)
及
び
組
長
(
嘗
一
初
は
同
名
、
現
在
は
八
名
〉
よ
り
構
成
さ
れ
て
貰
質
上
の
植
民
地
の
自
治
を

行
っ
て
ゐ
る
。
役
員
の
住
期
は
一
ヶ
年
で
再
濯
を
妨
げ
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

と
の
自
治
舎
の
事
業
の
主
な
る
も
の
は
部
落
の
厚
生
幅
一
肱
を
闘
り
官
膳
と
の
交
渉
を
・
な
し
て
植
民
地
費
建
の
全
般
的
基
礎
を
築
く

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
役
員
は
全
く
の
無
報
酬
で
良
く
部
落
の
矯
め
に
献
身
的
努
力
を
謹
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
清
水
村
自
治
舎

の
事
業
の
主
な
る
も
の
を
拳
ぐ
れ
ば
、
道
路
の
修
理
を
隔
月
第
一
日
曜
に
行
っ
て
ゐ
た
り
、
波
止
場
及
荷
扱
所
を
経
替
し
た
り
、
コ

ロ
ー
ル
む
町
に
瑞
穂
村
自
治
舎
と
共
同
し
て
共
同
宿
泊
所
を
経
替
し
て
ゐ
る
が
、
骨
骨
他
農
産
物
の
生
産
販
資
等
の
経
情
生
活
を
始
め

部
落
の
駐
舎
生
活
の
全
般
に
亘
る
事
項
に
就
い
て
自
治
を
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
他
の
パ
ラ
方
の
二
植
民
地
及
び
ポ
ナ
ペ
の
春
来

村
に
あ
っ
て
も
事
情
は
略
同
様
で
る
が
o

南
洋
群
島
設
業
植
民
の
一
類
型

一
占ノ、



商
品
作
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

第

七

項

事士

た
が
ら
村
落
構
成
の
一
婆
素
を
た
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

育

開

機

移
植
民
地
の
最
も
不
便
を
感
じ
る
の
は
第
二
世
の
教
育
を
知
何
に
す
る
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
と
の
黙
に
於
て
南
洋
群
，
島
は
教

育
的
施
設
に
於
て
茜
だ
惑
ま
れ
て
ゐ
な
い
の
を
否
定
で
き
た
い
。
南
洋
屈
に
は
五
ヶ
年
制
の
中
等
教
育
機
関
す
ら
存
在
し
て
ゐ
-
な
い

の
で
あ
る
。
従
っ
て
農
業
植
民
地
の
数
育
施
設
も
貧
弱
を
菟
れ
え
な
い
と
と
は
止
む
を
得
な
い
と
と
で
あ
ら
う
。
小
態
一
d

校
の
設
置
さ

れ
た
の
は
昭
和
十
一
年
間
月
清
水
村
に
五
八
名
の
児
童
を
牧
容
し
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
と
れ
よ
り
先
、
初
等
教
育
施
設
と
し

て
は
春
来
村
に
コ
ロ
エ
ヤ
小
間
学
校
分
教
場
が
昭
和
八
年
に
設
置
さ
れ
、
翌
昭
和
九
年
に
は
パ
ラ
オ
の
三
植
民
地
に
、
教
育
蝿
託
所
が

置
か
れ
て
教
養
あ
る
移
住
者
中
か
ら
誼
昔
、
友
人
を
謹
ん
で
控
業
を
依
喝
し
た
の
で
あ
る
。
清
水
村
の
如
き
は
相
愛
教
育
所
と
名
づ
け

て
官
設
の
蝿
託
所
設
置
以
前
に
小
早
校
設
立
を
企
て
た
の
で
あ
る
。
其
後
昭
和
十
二
年
超
に
は
各
植
民
地
と
も
猫
立
し
た
官
立
の
小

単
校
乞
置
く
と
と
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
D
小
謬
校
に
就
接
す
る
児
童
の
修
業
年
限
、
毅
科
目
数
科
書
等
は

内
池
小
事
校
の
そ
れ
と
全
く
同
一
で
る
る
。
今
各
製
校
の
職
員
及
び
児
宣
教
等
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

植

民

地

小

皐

校

現

況

第

六

表

立

年

月

E呉

校

設

名

円
同

年

四

月

八

日

十
二
月
一
日

年
間
月
十
六
日

清
水
村
等
常
小
拳
校

春
来
村
グ

瑞
穏
村
。

朝
日
村
山
M

計

岡昭岡昭
和 平日
十十

身星

級

数

(
昭
和
十
二
年
十
月
末
日
現
在
〉

男|見

二五

職

員

数

五五二二問

九三二二二

備
考

職
員
数
中
に
は
各
校
共
鳴
託
一
名
宛
を
合
む
。
本
表
は
第
五
表
と
関
一
の
委
料
に
工
る
。

九七六九七

女l蜜

一
六
四計i数

四五二二四
五四六三二

一一一一0-五五八
I引一二二九

植
民
地
の
初
等
教
育
施
設
は
先
づ
不
十
分
乍
ら
整
備
を
見
た
の
で
る
る
が
、
と
れ
ら
の
植
民
地
の
移
住
者
そ
の
も
の
L
教
育
程
度



が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
を
一
瞥
す
る
と
と
も
無
意
義
の
と
と
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
左
表
の
如
く
で
あ
っ
て
相
官
の
教
養
る
る

移
住
者
も
議
見
で
き
る
の
で
る
っ
て
南
洋
群
島
移
民
が
質
的
に
決
し
て
劣
つ
て
は
ゐ
友
い
と
と
を
物
語
る
も
の
で

b
る
と
思
ふ
。

移

住

者

の

教

育

担

度

第

七

表

一
ー
備
考

民

準

よニi 怯藍
以中
堅
率

三一!上校
卒高

-E
一

高

小

拳

校

一

等

常

小

拳

校

一

一

宣

均

一

以

業

一

卒

業

↑

一

高

村

一

二

関

一

二

八

一

一

帯

村

一

一

一

一

七

一

五

O
一一

村

一

三

五

一

五

O
一一

本
表
は
槙
井
一
雄
氏
若
群
島
植
民
地
の
統
混
ハ
稿
本
)
に
よ
る
。

水日穏

衛
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民
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事
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第

八

項

生

* 
計

群
島
の
植
民
地
は
他
の
熱
帯
地
に
見
る
が
如
き
悪
性
の
疾
病
が
な
く
、
保
健
上
は
極
め
て
安
全
な
と
と
ろ
で
る
る
。
各
樋
民
地
の

擢
病
共
他
の
衛
生
上
の
統
計
は
今
分
明
し
な
い
が
、
融
商
療
施
設
は
僅
か
に
朝
日
村
に
公
皆
一
名
を
配
置
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
や
、
他
の

植
民
地
に
は
未
だ
欝
療
機
闘
の
設
備
が
な
い
か
ら
毎
年
数
回
巡
姐
診
察
を
行
ひ
巡
奈
駐
在
所
に
救
急
薬
品
を
常
備
し
て
臨
念
的
底
置

を
講
じ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
一
日
一
念
病
に
て
往
診
を
乞
ふ
が
如
き
場
合
に
は
相
営
多
額
の
醤
療
費
を
負
携
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、

パ
ラ
オ
植
民
地
に
於
け
る
往
診
に
要
す
る
負
擦
は
左
に
示
す
如
く
で
る
っ
て
、
と
れ
に
襲
債
を
加
算
す
れ
ば
最
低
五
闘
は
必
要
で
あ

り
、
入
植
後
未
だ
日
の
滝
い
移
住
者
に
と
っ
て
は
勘
た
か
ら
ざ
る
経
済
的
負
捨
で
あ
る
。

第

八

表

植

民

地

往

診

に

関

す

る

資

料

瑞

往

往
復
船
賃

村

5邑
Eコー

穏南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
獄
型

〈
単
位
闘
〉

三l17

料

日

一
六
五
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本
表
は
前
表
と
同
一
の
養
料
に
よ
る
。

第

三

節

農
業
植
民
地
の
開
墾
と
農
業
経
替

項

第

植
民
地
の
直
割
濯
定
を
始
め
た
首
初
は
土
地
の
欣
況
に
鷹
じ
て
町
営
六
十
銭
乃
至
一
回
五
十
銭
の
貸
付
料
を
以
て
三
十
年
間
貸
付

け
る
と
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
共
後
昭
和
七
年
十
月
に
な
っ
て
自
作
農
創
設
D
目
的
の
も
と
に
土
地
の
橡
約
貸
梯
制
度
と
い
ふ
も
の

を
設
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
土
地
を
無
償
に
て
貸
付
し
三
ヶ
年
以
内
に
開
墾
を
終
了
し
た
る
場
合
に
は
本
人
の
希
望
に
よ
っ

て
バ
ラ
オ
植
民
地
は
町
賞
三
十
聞
、
ポ
ナ
ペ
植
民
地
は
町
首
十
五
闘
で
資
梯
ふ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
位
し
と
の
地
債
は
即
時
金
額
支

梯
で
あ
っ
た
の
は
少
し
く
無
理
で
あ
っ
た
と
一
育
は
れ
て
ゐ
る
。
其
後
昭
和
十
年
に
拓
計
十
ヶ
年
計
塞
が
樹
立
さ
れ
た
時
に
は
南
洋
拓

殖
株
式
合
枇
に
僚
件
附
で
無
償
譲
興
す
る
と
い
ふ
撲
が
あ
っ
た
が
そ
れ
は
貴
現
さ
れ
友
か
っ
た
。
即
ち
植
民
地
は
之
を
全
部
同
舎
一
肢

に
貸
付
け
、
合
一
世
は
移
住
者
に
必
要
な
る
資
金
を
融
通
し
移
住
者
が
開
墾
を
終
了
し
て
借
入
金
を
完
憤
し
た
場
合
に
改
め
て
そ
の
土

地
を
譲
興
す
る
と
い
ふ
案
で
る
っ
た
が
、
前
越
せ
る
致
約
賓
働
制
度
と
共
に
賀
行
に
は
移
さ
れ
る
に
至
ら
ゑ
か
っ
た
。

現
行
の
土
地
制
度
は
移
使
者
に
土
地
を
無
償
に
て
貸
付
け
成
功
の
後
に
は
之
を
譲
興
す
る
と
い
ふ
理
想
を
賀
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
れ
が
規
定
は
昭
和
十
二
年
九
月
六
日
南
洋
臆
令
第
十
六
醍
と
し
て
公
布
さ
れ
た
南
洋
群
島
閤
有
財
産
令
施
行
規
則
に
詳
細
に
瓦
り

越
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
同
施
行
規
則
に
依
れ
ば
耕
作
及
之
に
直
接
附
随
の
用
誌
に
供
す
る
土
地
は
一
人
十
町
歩
迄
十
ヶ
年
間
無
償

に
て
貸
付
を
許
さ
れ
る
。
そ
し
て
右
の
貸
付
地
は
開
墾
を
格
了
し
、
且
つ
借
受
地
又
は
そ
D
附
近
に
住
居
を
梼
へ
た
場
合
に
は
借
受

人
又
は
相
績
人
共
他
包
括
承
櫨
者
の
請
求
に
因
り
譲
典
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
と
の
請
求
は
貸
付
期
間
満
了
後
一
ヶ
年
を
粧
過
す

土
地
の
獲
得
と
開
墾
欣
態

昭和十二年十ニ月二十九日。3298鋭1)官級



れ
ば
無
効
で
あ
る
。
而
し
て
質
際
に
は
五
町
歩
の
土
地
が
貸
付
さ
れ
事
業
成
功
期
聞
は
三
年
と
た
ヲ
て
ゐ
る
の
で

b
る
が
、
昭
和
十

二
年
六
月
末
日
の
調
交
で
は
未
だ
譲
輿
を
正
式
に
受
け
た
も
の
は
友
い
。
今
と
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
土
地
を
貸
付
け
ら
れ
開
墾
を

行
へ
る
蹴
態
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
る
る
。

植
泰清朝瑞備

考

民

地

貸|

植
民
地
貸
付
及
開
墾
商
積

〈
昭
和
十
二
月
六
月
末
日
現
在
)

関

第

九

表

許

ニ
一
三
町

一
六
九
町

二

O
一一一町

一O
九
町

六
九
四
町

可

米i付

前

許

可一
六
八
町

四
一
七
町

二
四
五
町

一
七
六
町

一、
0
0
六
町

積計

三
八
一
町

五
八
六
町

四
四
八
町

二
八
五
町

一
、
七

O
O
町

一
、
本
年
中
貸
付
米
許
可
面
積
は
移
住
許
可
せ
ら
れ
目
下
貸
付
手
練
中
の
も
の
な
り
。

二
、
関
恕
一
面
積
中
に
は
貸
付
手
績
中
の
も
の
を
合
む
。

=
一
、
本
表
は
第
一
表
と
同
一
の
養
料
に
よ
る
。

計来*'日穂

村村村村

墾

商

積

開
墾
商
出
倒
の
貸
付
商

積
に
到
す
る
割
合
四

四

%

五

一

%

四
o
d
h

五
O
M
m

四
六

μ

一
六
九
町

三

O
一
町

一
八

O
町

一
関
岡
町

七
丸
四
町

開
墾
状
態
は
昭
和
十
二
年
六
月
に
は
貸
付
地
の
同
六
%
と
な
っ
て
ゐ
る
が
年
を
逐
ふ
て
進
捗
し
て
ゆ
く
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、

常
夏
の
熱
帯
倒
で
あ
る
の
と
比
較
的
密
林
が
多
い
の
で
思
っ
た
よ
り
も
開
墾
は
困
難
で
る
る
ら
し
い
。
植
民
地
に
密
生
し
て
ゐ
る
樹

木
氏
は
赤
績
榔
、
ト
ー
ン
、
タ
マ
ナ
、
ブ
ラ
ツ
キ
ヨ
1
ス
、
ア
プ
カ
オ
、
ゥ
ヵ
1
ル
、
鶴
木
、
太
平
洋
か
づ
ら
、
毒
う
る
し
等
が

あ
る
が
降
雨
量
の
激
し
い
矯
め
に
伐
木
の
焼
梯
が
困
難
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
石
油
を
添
加
し
て
も
焼
け
っ
か
ね
と
い
ふ
と
と
も
砂

く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
北
海
道
よ
り
の
移
住
者
の
語
る
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
北
海
道
の
開
墾
よ
り
も
一
一
暦
困
難
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ

る
。
私
の
費
地
に
見
た
躍
で
は
後
に
も
述
べ
る
如
く
、
パ
ラ
定
植
民
地
の
朝
日
村
の
雨
龍
揮
と
い
ふ
部
落
の
如
き
は
茜
だ
し
い
念
傾

斜
地
を
も
開
墾
し
て
土
地
を
利
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
開
墾
の
矯
め
に
要
す
る
努
力
は
議
想
以
上
に
大
き
い
も
の
で
あ

南
洋
群
島
農
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植
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南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
六
八

る
と
思
ふ
。
パ
ラ
オ
植
民
地
に
比
較
す
れ
ば
ポ
ナ
ペ
植
民
地
は
そ
う
い
ふ
急
傾
斜
地
が
砂
く
千
畑
一
地
が
多
い
の
で
開
墾
も
容
易
で
る

る
と
思
は
れ
る
。

第

ニ

項

農
業
経
替
の
指
導
機
閥

群
島
植
民
地
白
農
業
経
営
に
就
い
て
は
次
項
に
於
て
と
れ
を
越
べ
る
と
と
に
し
て
、
誌
で
は
植
民
地
の
移
住
者
を
指
導
し
て
ゆ
く

機
闘
の
と
と
を
簡
単
に
述
べ
ゃ
う
。
従
来
は
各
植
民
地
に
は
特
別
の
指
導
機
闘
が
な
く
入
植
昔
時
に
は
バ
ラ
オ
及
び
ポ
ナ
ベ
支
聴
か

ら
位
宅
の
建
設
、
種
子
の
給
付
、
種
苗
の
配
付
斡
旋
等
を
行
ひ
作
物
の
栽
培
に
就
い
て
は
南
洋
腐
の
拓
殖
課
(
後
に
農
林
諜
ゾ
産
業

試
験
場
(
後
に
産
業
研
究
所
)
支
臨
が
協
力
し
て
首
っ
た
の
で
あ
る
が
農
業
組
織
を
如
何
に
決
定
し
て
ゆ
き
土
地
利
用
の
合
理
化
を
は

か
る
べ
き
と
言
ふ
と
と
に
つ
い
て
は
何
等
の
指
導
も
徹
底
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
的
て
昨
昭
和
十
三
年
よ

り
各
被
民
地
に
専
任
指
導
員
を
駐
在
せ
し
め
て
農
業
経
替
を
中
心
に
移
住
地
の
各
般
の
経
摘
上
の
指
導
を
行
ひ
、
南
洋
鹿
と
移
住
者

と
の
聞
の
連
絡
を
有
機
的
な
ら
し
め
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
指
導
員
は
中
等
桂
度
の
農
墜
校
の
卒
業
生
で
熱
帯
農

業
の
智
識
経
験
を
具
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
と
れ
が
人
選
の
如
何
は
、
植
民
地
農
業
の
厚
生
護
展
に
重
大
な
閥
係
を
も
つ
も
の
で
あ

る
と
と
は
言
ふ
迄
も
た
い
c

従
A
J

て
そ
の
待
遇
も
出
来
る
だ
け
改
善
す
る
と
と
が
望
ま
し
く
又
植
民
地
の
稜
展
に
件
引
い
定
員
を
一
暦

増
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
熱
帯
農
業
の
良
き
指
導
者
を
養
成
す
る
が
矯
め
に
は
、
特
に

熱
帯
康
業
研
究
所
の
規
模
を
描
大
す
る
と
と
が
最
も
肝
要
注
問
題
で
あ
る
と
と
を
も
附
け
加
へ
て
置
か
ね
ば
友
ら
ぬ
。

要
す
る
に
と
れ
ら
の
指
導
員
の
植
民
地
農
業
の
指
導
が
各
植
民
地
の
自
然
的
経
済
的
諸
僚
件
に
最
も
遁
し
た
合
理
的
な
農
業
組
織

を
決
定
し
て
ゆ
く
基
礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
農
業
組
織
の
決
定
と
い
ふ
根
本
問
題
が
群
島
植
民
地
農
業
開
裂
の

鍵
錨
と
稿
し
て
も
差
支
へ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
交
通
欣
態
の
不
便
な
植
民
地
に
は
尚
更
現
地
指
導
機
闘
を
芳
賀
し
て
ゆ
く
と
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
ふ
。

第

三

項

農
業
経
営
方
式
と
耕
地
の
利
用



群
島
植
民
地
は
熱
帯
圏
に
属
す
る
か
ら
、
わ
が
内
地
に
於
け
る
如
く
霜
零
の
震
に
冬
季
の
耕
作
を
妨
げ
ら
れ
る
と
と
左
く
、
問
季
を

通
じ
て
栽
培
が
可
能
で
る
る
と
い
ふ
特
質
を
も
っ
て
ゐ
る
。
叉
高
調
多
雨
で
あ
る
と
と
は
作
物
の
生
育
期
聞
を
早
か
ら
し
め
る
反
面

に
は
、
種
子
の
護
芽
力
保
有
期
を
短
か
か
ら
し
め
生
産
物
の
乾
燥
貯
臓
に
困
難
を
感
ぜ
し
め
る
に
至
る
と
と
は
言
ふ
迄
も
友
い
。

群
島
植
民
地
に
栽
培
が
可
能
友
熱
帯
農
作
物
は
そ
の
種
類
少
し
と
せ
守
、
一
年
生
作
物
の
如
き
温
帯
に
普
遍
的
た
る
作
物
を
必
歩

し
も
原
則
と
せ
や
、
多
年
性
乃
至
は
永
年
性
作
物
の
栽
培
も
齢
く
た
い
の
で
る
る
。
而
し
て
護
諜
の
如
き
重
要
注
る
永
年
生
作
物
は

わ
が
閣
が
絶
封
的
に
必
要
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
に
も
拘
は
ら
や
群
島
植
民
地
で
は
殆
ん
ど
技
術
的
に
栽
培
が
困
難
で
あ
る
、
其
他
の

永
年
生
作
物
中
瑚
排
、
カ
カ
オ
は
比
較
的
よ
く
生
育
す
る
が
そ
の
果
賓
の
優
良
品
を
う
る
に
は
少
く
も
八
年
か
ら
十
二
年
間
を
要
す

る
も
の
で
る
る
か
ら
相
営
の
回
定
資
本
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
所
謂
栽
槌
企
業
経
替
に
委
ね
ら
れ
る
、
性
質
の
も
の
で
あ

る
。
と
れ
に
反
し
て
多
年
性
の
作
物
は
比
較
的
資
本
力
に
乏
し
い
自
作
農
も
栽
培
怒
し
う
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
一
例
を
る
ぐ
れ
ば

甘
庶
・
ア
パ
カ
・
パ
ナ
ナ
・
サ
イ
ザ
ル
・
鳳
梨
・
ト
パ
・
棉
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
一
年
生
作
物
た
る
穀
類
・
根
菜
類
・
菰

菜
類
等
も
十
分
栽
培
が
可
能
で
あ
る
が
現
在
の
扶
態
で
は
米
及
び
姿
類
の
如
き
、
主
要
食
用
作
物
の
栽
培
は
極
め
て
護
建
が
遅
れ
て

を
り
、
後
述
す
る
如
く
米
D
如
き
は
僅
か
に
ポ
ナ
ベ
植
民
地
に
栽
培
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と
れ
水
稲
の
栽
培
可
能
地
少

く
、
陸
稲
も
娯
晶
共
他
の
病
害
の
た
め
栽
培
を
曙
躍
せ
る
も
の
が
多
い
魚
め
で
あ
る
が
、
そ
の
牧
穫
が
内
地
、
蓋
綱
同
等
に
比
し
て
少

い
矯
め
で
あ
る
。
粟
・
稗
・
黍
な
ど
の
雑
穀
類
も
栽
培
可
能
で
あ
る
が
賓
際
に
は
余
り
栽
培
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

か
く
て
群
島
植
民
地
の
生
産
物
は
大
髄
多
年
性
作
物
を
中
心
と
し
て
を
り
同
時
に
そ
れ
は
生
産
物
そ
の
も
の
に
従
属
す
る
保
存
貯

磁
性
と
連
関
し
て
牧
穫
後
即
時
に
加
工
を
必
要
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
商
品
化
さ
れ
る
り
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
加
工
と
い
ふ
商
品

化
の
一
段
階
は
そ
れ
が
相
官
の
回
定
資
本
を
伴
ふ
が
故
に
一
般
に
栽
植
企
業
経
営
形
態
を
有
利
と
す
る
も
の
で
あ
る
抑
群
島
植
民
地

に
る
り
で
は
、
や
-L
趣
を
異
に
し
て
、
と
の
加
工
段
階
は
企
業
形
態
に
委
ね
ら
れ
る
け
れ

E
も
企
業
形
態
に
封
し
て
生
産
者
は
経
済

上
何
等
従
属
的
立
場
に
は
立
た
友
い
の
を
原
則
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

南
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群
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業
植
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南
洋
群
島
段
業
総
民
の
一
類
型

一
七

O

群
島
植
民
地
の
操
業
経
営
方
式
は
パ
ラ
オ
植
民
地
と
ポ
ナ
ベ
植
民
地
で
や
L

異
っ
た
形
態
を
と
っ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
即

ち
前
者
は
鳳
梨
キ
ヤ
ツ
サ
パ
併
栽
式
と
も
言
ふ
べ
き
農
業
経
皆
方
式
で
る
り
、
後
者
は
未
だ
主
要
栽
培
作
物
の
確
立
に
歪
ち
ゃ
農
家

は
多
種
類
。
作
物
を
栽
培
す
る
の
で
あ
る
か
ら
と
れ
を
自
由
栽
培
式
と
稿
し
て
置
か
う
。
今
筒
皐
に
雨
者
の
経
替
の
内
容
を
説
明
す

る
と
と
に
す
る
。

一
、
鳳
梨
キ
ヤ
ツ
サ
パ
併
栽
式

パ
ラ
オ
植
民
地
は
マ
リ
ア
ナ
群
島
の
如
く
乾
雨
期
の
直
別
が
判
然
し
な
い
錆
め
に
甘
跨
栽
培
は
受
賞
で
友
く
、
さ
り
と
て
瑚
排
・

カ
カ
オ
の
如
き
永
年
生
作
物
は
果
賓
の
牧
穫
迄
に
齢
な
か
ら
ざ
る
年
月
を
要
す
る
の
で
鳳
梨
及
び
キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
如
き
比
較
的
平
く

収
穫
さ
れ
そ
の
栽
培
技
術
も
前
越
の
瑚
誹
・
カ
カ
オ
に
比
し
て
容
易
及
作
物
が
選
揮
さ
れ
た
の
で
る
る
。
し
か
し
乍
ら
鳳
梨
及
び
キ

ヤ
ツ
サ
パ
の
栽
培
が
農
業
経
替
方
式
と
し
て
完
全
に
確
立
し
た
と
い
ふ
わ
け
で
な
く
漸
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な

い
。
鳳
梨
は
各
植
民
地
と
も
入
植
首
初
か
ら
商
品
と
し
て
の
債
値
は
極
め
て
乏
し
か
っ
た
の
で
る
り
、
と
れ
が
栽
培
に
劃
し
て
南
洋

臨
か
ら
撲
働
作
物
と
し
て
奨
働
金
品
川
下
附
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
積
極
性
を
も
た
念
か
っ
た
の
で
あ
る
。
鳳
梨
栽
培
が
恒

久
的
に
可
能
と
看
倣
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
南
洋
鳳
梨
株
式
合
祉
ハ
工
場
は
朝
日
村
)
と
祭
原
商
底
ハ
工
場
は
清
水
村
)
と
を
貨
牧

し
て
設
立
さ
れ
た
南
拓
鳳
梨
株
式
合
同
枇
が
出
来
た
昭
和
十
二
年
五
月
か
ら
で
あ
る
と
一
一
吉
一
口
ふ
と
と
が
出
来
る
。
間
金
枇
は
資
本
金
二
百

高
闘
で
南
洋
拓
殖
株
式
合
祉
の
傍
系
曾
枇
で
あ
り
、
工
場
乞
朝
日
村
及
び
清
水
村
に
所
有
し
て
ゐ
た
が
昭
和
十
三
年
秋
に
瑞
穂
村
に

も
新
工
場
を
設
立
す
る
に
五
り
漸
く
鳳
梨
産
業
確
立
へ
の
段
階
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
鳳
梨
工
場
の
能
力
は
三
十
寓
ケ

ー
ス
と
言
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
毎
年
と
れ
に
要
す
る
鳳
梨
の
面
積
は
恐
ら
く
八
二
五
町
を
要
す
ベ
く
五
年
後
に
一
年
の
休
関
友
行
ふ

も
の
と
す
れ
ば
一
千
町
歩
を
必
要
と
す
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
に
割
し
現
在
の
栽
培
面
積
は
七

O
O町
歩
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら

工
場
の
製
謹
能
力
を
十
分
に
護
揮
さ
せ
る
に
は
既
設
植
民
地
以
外
の
新
設
植
民
地
へ
の
植
民
を
必
要
と
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

共
に
鳳
梨
の
種
苗
は
在
来
種
ハ
パ
ラ
オ
種
と
も
言
ふ
)
が
多
い
が
最
近
は
蓋
縄
よ
り
ス

l
ム
ス
カ
イ
ヱ
ン
種
を
移
入
し
て
ゐ
る
の



で
将
来
は
と
の
改
良
品
種
に
よ
っ
て
，
在
来
種
が
代
替
さ
れ
る
か
も
知
れ
友
い
の
で
、
さ
う
な
れ
ば
改
良
種
は
頼
数
が
遁
に
在
来
種
に

及
ば
な
い
か
ら
栽
培
面
積
を
讃
張
す
る
と
と
が
必
要
と
な
る
で
あ
ら
う
。
現
在
で
は
在
来
種
に
就
い
て
は
栽
植
本
数
を
反
賞
二
一

O

O
本
を
遁
嘗
と
し
て
を
り
肥
料
は
之
を
施
さ
な
い
の
で
あ
る
。
鳳
梨
は
土
性
を
余
り
問
題
と
せ
守
吸
芽
の
栽
植
は
熱
帯
農
業
に
無
経

験
た
る
も
の
に
も
よ
く
行
ふ
と
と
が
出
来
、
椿
薄
な
る
土
地
に
も
無
肥
料
で
一
定
の
牧
穫
量
を
あ
げ
う
る
が
、
か
く
て
は
地
力
の
減

耗
を
来
す
と
と
は
瞭
で
あ
る
か
ら
、
群
島
植
民
地
と
臨
も
合
理
的
な
施
肥
に
よ
っ
て
集
約
度
を
高
め
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

に
は
自
給
肥
料
と
し
て
家
叢
を
飼
養
す
る
か
或
ひ
は
繰
肥
作
物
を
栽
培
し
緑
肥
作
物
に
は
有
放
友
購
入
肥
料
を
加
へ
之
を
鋤
込
み
地

力
の
快
復
を
計
ら
友
け
れ
ば
な
ら
い
の
で

b
る。

植
民
地
農
家
の
生
産
せ
る
鳳
梨
の
果
置
は
す
べ
て
上
越
せ
る
曾
祉
に
之
を
販
費
す
る
特
約
閥
係
を
結
ん
で
ゐ
る
。
即
ち
そ
の
保
件

は
大
要
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
植
民
地
農
家
は
其
の
生
点
せ
る
鳳
梨
生
果
を
全
部
舎
祉
に
寅
渡
す
も
の
と
す
る
。
但
し
自
家
用
並
に
規
格
不
合
格
品
は
と
の

限
り
で
な
い
。

二
、
曾
祉
は
不
可
抗
力
に
依
る
外
生
呆
(
規
格
合
格
品
)
の
引
取
を
担
む
と
と
は
出
来
た
い
。

一
ニ
、
資
買
慣
格
及
び
規
格
は
双
方
協
議
の
上
パ
ラ
オ
支
臆
長
の
承
認
を
得
て
決
定
す
る
。

四
、
生
果
の
受
渡
は
植
民
地
内
で
舎
位
指
定
す
る
場
所
に
於
て
之
を
行
ふ
。

五
、
生
果
質
上
代
金
の
支
搬
は
毎
月
一
回
舎
枇
の
指
定
の
期
日
に
之
を
行
ふ
。

と
の
特
約
闘
係
の
契
約
は
第
三
者
た
る
パ
ラ
オ
支
曲
師
長
が
之
に
闘
興
す
る
も
の
で
る
っ
て
、
生
産
者
は
申
し
合
せ
圏
瞳
で
は
る
る

が
鳳
梨
栽
培
生
産
組
合
を
組
織
し
て
と
の
組
合
と
舎
祉
と
の
聞
で
契
約
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
契
約
の
中
心
事
項
で
あ
る
賓
買
債
格
が

第
三
者
た
る
パ
ラ
オ
支
醸
長
。
承
認
を
得
る
こ
と
に
た
っ
た
の
は
生
産
者
た
る
経
楠
力
の
乏
し
い
植
民
地
農
家
を
保
護
す
る
も
の
で

あ
っ
て
注
目
す
べ
き
貼
で
あ
る
。
か
く
し
て
決
定
さ
れ
る
鳳
梨
の
等
観
及
び
費
買
慣
格
を
示
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

七



南
洋
群
ぬ
農
業
植
民
の
一
類
型

七

鳳

梨

喪

買

倒

格

(
昭
和
十
三
年
度
U
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格
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右
の
鳳
梨
の
単
位
は
一
箇
で
あ
っ
て
等
外
品
の
み
は
三
簡
で
一
銭
で
買
牧
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
代
金
の
支
梯
は
翌
月
五
日
と
な

っ
て
ゐ
る
。
等
級
別
の
鳳
梨
の
資
買
数
量
は
分
明
し
友
い
が
朝
日
村
の
工
場
で
は
、

一
等
品
二

ouw、
二
等
品
六
五
%
、
三
等
品

五
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。

鳳
梨
の
栽
培
に
比
す
れ
ば
キ
ヤ
ツ
サ
バ
の
栽
培
は
極
め
て
最
近
商
品
化
さ
れ
る
段
階
に
達
し
た
の
で
る
る
。
入
植
首
時
は
キ
ヤ
ツ

サ
パ
は
自
家
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
そ
の
栽
培
技
術
も
普
及
せ
守
殆
ん
ど
島
民
の
原
始
的
栽
培
方
法
と
大
差
が

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
清
水
村
の
如
き
は
南
洋
物
産
舎
枇
と
特
約
聞
係
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
同
合
枇
が
買
牧
を
中
止
し
た
の
で

キ
ヤ
ツ
サ
パ
栽
培
は
飴
り
歌
迎
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

b
る
。
し
か
る
に
昭
和
十
三
年
に
至
り
、
南
洋
拓
殖
株
式
含
枇
は
盟
南
産
業

株
式
合
枇
を
設
立
し
、
工
場
を
清
水
村
に
設
け
て
キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
根
の
ル

1
ト
ハ
切
子
)
乞
製
造
す
る
と
と
に
な
り
初
め
て
パ
ラ
オ

植
民
地
農
家
は
キ
ヤ
ツ
サ
パ
商
品
化
の
時
期
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
。

キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
商
品
化
に
よ
っ
て
植
民
地
農
業
は
鳳
梨
と
共
に
と
L

に
二
種
の
重
要
な
る
農
作
物
を
中
心
と
す
る
蛭
皆
方
式
を
採

用
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
る
る
が
、
と
れ
ら
の
作
物
の
栽
培
面
積
並
に
自
家
用
作
物
と
の
闘
係
を
い
か
に
震
す
べ
き
か
に
就
い
て

は
未
だ
確
固
た
る
方
針
が
存
せ
や
、
家
放
の
大
い
さ
、
交
通
閥
係
等
に
よ
り
相
同
時
は
あ
る
が
、
経
器
商
積
の
凡
そ
七
割
即
ち
三
町
五

反
を
鳳
梨
並
に
キ
ヤ
ツ
サ
パ
に
充
賞
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
叉
キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
特
約
嗣
係
を
契
機
と
し
て
と
れ
ら
の
工
業
原
料
作



物
の
販
寅
に
は
個
別
的
な
生
産
組
合
に
よ
ら
4
7
更
に
よ
り
強
化
さ
れ
た
法
人
組
織
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
と
れ
が
矯
め
に
は
本

年
新
し
く
勅
令
コ
二
四
競
と
し
て
五
月
十
三
日
に
殻
布
さ
れ
た
南
洋
群
島
貫
業
組
合
令
が
遁
用
さ
れ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ

の
施
行
期
日
に
闘
す
る
蕗
令
は
未
だ
に
護
表
さ
れ
な
い
か
ら
裁
に
詳
し
い
と
と
を
知
り
得
友
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

今
会
乏
の
銭
め
に
。
ハ
ラ
太
植
民
地
に
於
け
る
主
要
作
物
の
作
付
面
積
を
示
せ
ば
弐
の
如
く
で
る
っ
て
、
と
の
植
民
地
の
鰹
替
方
式

が
鳳
梨
キ
ヤ
ツ
サ
パ
併
栽
式
た
る
所
以
が
翻
取
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

第

十

表

パ
ラ
オ
植
民
地
主
要
作
物
作
付
面
積

パ甘謙キ鳳 作|
ヤ

ナ ツ 物
サ

ナ藷茶パ梨 名|

瑞

』一ユ"" ~・... g主耳主 fCtコd 
穏|

C四コ 回・ 4-3 4・~ ~・ RーT 村

朝

=老契=区" 日
ヨヨ， -ー ノ、
芸.茜.三.八.岳.町 村

清

宇=品ユ Z三昆2 ZEEZ 4Cコ== Eヨ 水
旦，五一~， 
村

，.軍4 ~当uL フF句、 c豆コ三 -

Z八2 フ八句 ~ ー占dーb フア岡句片町 計

五一昆 三世三 ーノ、 思プ自司己，.ユa 

ト木立泉 作

計
物

パ車前類 2ま 名

瑞

~・ユョ C・コ C・コ 5昆・国~，晶
穏

玉|去三五
村

朝
主昆 日/、 ) 一
Cコーーー- cコ-e

町 村
三-三- プcHコ -ζーコ プフHて = 

情

ξ主三主 ムーー 水
一一 一一一 一ー 一一一

町
村

Z/E、建 =ま ーノー、 皇=室2主 4Cコ2 

/cZ、ヨコ、 ー司 王去 三三 塁zョ三 計

h六.d フ三.民三 ーeーコ 区一.ヨ 区~ヨ町

本
表
は
パ
ラ
オ
支
臨
調
査
に
よ
る
。

二

、

自

由

栽

培

式

パ
ラ
オ
の
植
民
地
が
鳳
梨
キ
ヤ
ツ
サ
パ
併
栽
式
で

b
る
の
に
封
し
て
、
ポ
ナ
ベ
は
別
に
主
要
作
物
と
し
て
あ
ぐ
べ
き
も
の
が
な
い

の
で
あ
る
。
前
述
せ
る
南
洋
拓
殖
株
式
合
祉
は
春
来
村
の
植
民
地
の
近
く
に
貸
下
を
受
け
た
る
土
地
に
鳳
梨
ヱ
場
左
設
立
す
る
と
い

ふ
と
と
で
、
そ
れ
が
貫
現
す
れ
ば
パ
ラ
オ
植
民
地
と
同
一
の
経
管
方
式
が
出
来
る
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
ポ
ナ
ベ
植
民
地
に
は

備
考

デ
リ
ス
の
商
品
化
を
行
ふ
企
業
経
替
が
あ
り
、
そ
の
原
料
獲
得
の
矯
め
に
春
京
市
村
植
民
地
農
家
に
そ
の
栽
培
を
堤
崩
し
つ
L
あ
り
、

其
他
瑚
排
・
棉
花
の
如
き
も
の
も
有
望
と
さ
れ
て
を
り
、
叉
水
稲
の
栽
培
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ポ
ナ
ベ
植
民
地
の
経
皆
方
式
は
パ

一
フ
オ
植
民
地
D
如
き
劃
一
性
を
も
っ
と
と
な
く
、
種
々
の
経
費
方
式
が
並
存
し
て
ゆ
く
の
で
は
・
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
土
地
の
利
用

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
三



商
品
作
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
四

か
ら
鬼
て
も
パ
ラ
オ
植
民
地
の
如
き
傾
斜
地
は
少
い
の
で
あ
る
か
ら
栽
培
さ
れ
る
熱
帯
作
物
の
種
類
も
る
ま
り
制
限
さ
れ
友
い
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。
ポ
ナ
ベ
植
民
地
の
経
営
方
式
は
矢
張
り
商
品
化
さ
れ
う
る
熱
帯
作
物
を
中
心
と
す
る
も
D
で
あ
る
が
、
そ
の
兵
韓
的

な
問
題
は
そ
の
加
工
段
階
を
支
配
す
る
企
業
経
費
の
種
類
如
何
に
よ
る
と
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
今
裁
で
議
恕
す
る
と
と
は
殆
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
。

今
昭
和
十
二
年
の
ポ
ナ
ベ
植
民
地
に
於
け
る
栽
培
扶
況
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
十
一
表

ポ
ナ
ベ
植
民
地
農
作
物
栽
培
献
況

(
昭
和
十
二
年
U

種

楽稲1El3F I竺
栽
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星
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E
C
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四六、五回一一一

議水綿瓢備
考

本
表
は
ポ
ナ
ペ
支
廊
、
春
・
深
村
植
民
地
の
現
況
ハ
昭
和
十
三
年
九
月
)
に
よ
る
。

右
に
依
ヲ
て
明
か
な
様
に
蜘
排
の
栽
培
面
積
が
首
位
、
を
占
め
て
ゐ
る
が
植
栽
後
日
偽
詫
く
未
だ
十
分
の
牧
穫
を
見
る
に
否
一
つ
て
ゐ

な
い
、
従
っ
て
粧
楠
力
の
あ
る
移
住
者
以
外
に
は
栽
培
は
容
易
で
な
い
。
棉
花
は
雨
量
が
多
す
ぎ
る
震
め
趨
官
と
は
考
へ
ら
れ
な
い

も
士
一
月
乃
至
二
月
の
寡
雨
期
に
結
賞
す
る
や
う
に
す
れ
ば
副
業
的
に
栽
培
す
る
と
と
は
出
来
る
や
う
で
あ
る
。
水
稲
は
二
二
町

歩
あ
る
が
未
だ
耕
作
方
法
が
習
熟
し
な
い
篤
め
に
十
分
の
牧
穫
を
あ
げ
て
ゐ
友
い
。
だ
が
ボ
ナ
ベ
支
臆
に
於
て
は
既
に
管
内
食
糧
の

自
給
自
足
を
目
標
と
し
て
将
来
一
七

O
町
歩
に
蝿
張
す
る
計
劃
を
樹
立
し
て
水
田
経
替
を
奨
崩
し
、
昭
和
十
一
年
に
は
約
一
成
闘
を

投
じ
て
春
奈
村
徳
民
地
に
一
五

O
町
歩
に
利
用
し
う
る
瀧
甑
溝
を
設
け
た
。
叉
熱
帯
産
業
研
究
所
の
ポ
ナ
ペ
支
所
も
内
地
種
並
に
外

園
種
の
優
良
種
を
蒐
集
し
て
と
の
地
方
に
遁
す
る
品
種
の
育
成
に
努
力
し
た
結
果
、
事
樽
車
問
蓬
莱
米
と
印
度
産
品
種
の
人
工
交
配
に

昭和十三年十一月参照4)日本綿花裁培協令、南干宇都島に於ける純作妹況調査報告書



よ
っ
て
大
韓
成
育
期
間
百
三
十
日
の
新
品
種
を
つ
く
っ
た
の
で
る
る
。
と
の
新
品
種
の
反
営
牧
量
は
了
四

O
一
石
と
言
は
れ
て
ゐ

る
か
ら
二
期
作
を
行
ふ
と
と
に
よ
っ
て
相
首
の
生
産
を
象
げ
う
る
と
と
は
左
程
困
難
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ポ
ナ
ベ
に
於
け

る
水
田
経
替
は
植
民
地
農
家
の
自
給
白
み
友
ら
歩
出
来
得
れ
ば
バ
ラ
オ
植
民
地
と
共
に
各
島
の
自
給
を
目
標
と
し
て
護
建
せ
し
め
る

と
と
も
可
能
で
あ
ら
う
。

疏
菜
類
の
栽
培
面
積
の
比
較
的
に
大
き
い
D
は
そ
れ
が
ポ
ナ
ベ
支
臨
所
在
地
た
る
コ
ロ
エ
ヤ
市
街
地
の
邦
人
居
住
者
の
需
要
に
昨
順

守
る
矯
め
で
あ
る
。
胡
瓜
の
栽
培
面
積
が
最
も
大
き
く
、
そ
の
他
は
大
根
・
西
瓜
・
茄
子
・
蕪
脊
・
南
瓜
・
越
瓜
等
の
順
序
で
あ
る
。

以
上
で
群
島
植
民
地
の
農
業
経
費
方
式
の
大
要
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
開
墾
ぜ
る
耕
地
商
積
と
の
関
係
即
ち
換
言
す
れ

ば
耕
地
の
利
用
度
を
見
る
に
栽
培
面
積
を
耕
地
面
積
に
て
除
し
た
る
作
付
容
は
バ
ラ
オ
植
民
地
に
於
て
二
ハ
・
六
九
%
、

ポ
ナ
ベ
植

と
の
作
付
率
の
比
率
を
内
地
の
二
二
八
・
七
%
、
華
燭
の
一
五
六
・

ouwと
封

照
す
れ
ば
定
に
興
味
あ
る
事
貫
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。
ボ
ナ
ベ
植
民
地
の
耕
地
利
用
度
の
低
き
は
瑚
排
の
如
き
永
年
生
作
物
の
面

積
の
相
封
的
に
多
い
た
め
で
あ
っ
て
多
年
生
乃
至
一
年
生
作
物
を
主
要
作
物
と
す
る
限
り
、
一
般
的
に
見
て
群
島
の
植
民
地
は
耕
地

利
用
度
が
姦
縄
よ
り
も
高
い
と
と
が
明
か
で
あ
り
熱
帯
農
業
の
色
彩
を
濃
厚
た
ら
し
め
て
ゐ
る
と
と
は
疑
ひ
な
い
。

群
島
植
民
地
に
は
家
畜
家
禽
の
飼
養
の
乏
し
い
の
は
止
む
を
得
な
い
と
と
で
あ
り
、
華
崎
両
と
異
り
水
牛
の
如
き
良
好
な
る
役
畜
も

存
在
せ
や
僅
か
に
春
来
村
に
二
頭
之
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
叉
輸
送
D
関
係
か
ら
豚
の
如
き
も
の
も
甚
だ
齢
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

乍
ら
こ
れ
ら
の
家
膏
の
飼
養
蕃
殖
に
不
適
首
友
土
地
で
は
な
い
か
ら
そ
の
護
謹
は
将
来
に
聾
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
っ
て
い
L
。

第
四
項
農
業
資
金
及
び
農
業
奨
励
金

群
島
農
業
植
民
地
に
於
け
る
自
作
農
家
は
別
に
一
定
の
金
融
機
関
を
有
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
近
南
洋
拓
殖
株
式
合
一
粧
が

不
動
産
捲
保
に
拓
殖
資
金
を
融
通
し
て
ゐ
る
が
そ
の
欣
況
は
普
遍
的
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
移
住
者
に
は
移
住
の
録

件
と
し
て
約
一
ヶ
年
分
の
生
活
費
及
び
耕
作
資
金
と
し
て
移
住
者
二
人
の
場
合
は
二
五

O
国
以
上
を
携
帯
す
べ
き
と
と
を
規
定
し
て

民
地
に
於
て
一
一

C
・
五
%
で
あ
る
と
と
が
分
っ
た
。

南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
五



南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
六

ゐ
る
の
で
る
る
。
し
か
し
乍
ら
右
の
字
額
を
耕
作
資
金
に
充
営
す
る
も
の
と
す
れ
ば
と
の
保
件
は
恐
ら
く
必
要
・
な
る
農
業
費
金
の
最

低
限
度
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
貫
際
に
移
住
農
家
が
農
業
経
営
に
要
す
る
農
業
資
金
は
幾
許
で
あ
る
か
を
見
る
に
今
蝦
に
、
初
年

度
一
町
歩
の
鳳
梨
閣
を
粧
皆
し
其
他
に
若
干
の
自
家
用
諜
菜
・
甘
藷
類
を
栽
培
す
る
も
の
と
す
れ
ば
攻
の
如
く
で
あ
る
。
初
年
度
一

町
歩
の
鳳
梨
園
の
経
替
は
技
術
的
に
見
て
さ
し
て
困
難
で
は
友
い
の
で
あ
る
。

一
、
整

二
、
植

一一一、胞

問
、
佐
官会

。
ハ
ラ
オ
在
来
種
一
町
歩
所
要
経
費

栽地

自
家
努
働
に
よ
る
も
の
と
し
て
計
算
せ
ず

続

首

代

一

、

ニ

O
O本
翠

債

一

銭

緑

肥

種

子

代

五

斗

単

償

三

闘

硫

酸

加

里

六

O
貫

車

偏

五

O
銭

自
家
労
働
に
よ
る
も
の
と
し
て
計
算
せ
ず
。

金金金
額額額

回目

一一

0

・0
0

一
五
・

0
0

一ユ

0
・0
0

料計理

一
六
五
・

0
0

右
の
計
算
に
し
て
誤
り
な
き
も
の
と
す
れ
ば
鳳
梨
園
の
合
理
的
経
営
に
は
少
く
共
一
六
五
闘
の
農
業
経
皆
資
金
が
必
要
で
あ
る
。

合
理
的
友
ら
ざ
る
組
放
的
な
無
肥
料
耕
作
で
は
寧
に
種
苗
代
さ
へ
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
る
る
e

群
島
移
住
者
の
経
精
力
が
来
し
て
ど

れ
だ
け
で
あ
る
か
は
之
を
詳
に
し
な
い
が
経
営
資
金
並
に
生
活
費
b
L
潤
深
に
所
有
し
て
ゐ
る
も
の
と
は
想
像
し
難
い
し
渡
航
費
も
大

き
い
の
で
あ
る
か
ら
来
性
官
時
に
よ
く
農
業
経
替
資
金
を
調
達
し
て
ゆ
く
と
と
は
容
易
で
は
る
る
ま
い
と
忠
ふ
。
従
っ
て
之
に
到
し

官
醸
の
奨
脇
金
が
下
附
さ
れ
る
の
は
営
然
の
と
と
で
あ
る
。
上
越
の
例
な
ら
ば
鳳
梨
園
の
開
墾
に
封
し
二
O
闘
、
新
植
に
釘
し
て
四

O
圃
併
せ
て
ム
ハ
O
闘
の
奨
蹴
金
が
交
付
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
と
の
金
額
は
鳳
梨
園
経
替
安
心
三
六
%
乃
至
五
O
%
に
常
る
と
と
に

な
る
。群
島
植
民
地
に
於
け
る
農
業
経
替
資
金
の
扶
態
は
大
隈
以
上
の
一
例
を
以
て
一
般
化
し
て
も
い
与
で
る
ら
う
。
た
だ
鳳
梨
と
は
異

っ
て
例
へ
ば
ト
パ
栽
培
の
如
き
も
の
は
特
約
合
枇
が
前
貸
金
を
町
宮
一
二
O
闘
融
通
し
て
ポ
ナ
ペ
植
民
地
農
家
に
そ
の
栽
培
を
奨
励



し
て
ゐ
る
。
キ
ヤ
ツ
サ
パ
・
カ
カ
オ
・
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
等
の
新
ら
し
い
栽
植
企
業
経
替
が
そ
の
特
約
閥
係
を
通
じ
て
農
業
経
替
資
金

を
如
何
に
融
通
し
、
原
料
の
獲
保
を
は
か
つ
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
は
将
来
に
接
さ
れ
た
興
味
あ
る
問
題
と
し
て
示
唆
す
る
に
止
め
ざ

る
を
得
な
い
。

そ
れ
は
兎
に
角
、
農
業
経
替
資
金
の
分
析
を
と
れ
以
上
巣
し
え
・
な
い
と
と
は
誠
に
遺
憾
で
る
る
が
、
南
洋
麗
の
下
付
せ
る
農
業
奨

蹴
金
の
賓
績
を
左
に
示
す
と
と
L

し
た
い
。

第
十
1.二
表

農

業

奨

闘

金

下

付

欣

況

。
ハ
ラ
オ
植
民
地

昭昭昭昭昭昭

和平日和和平日和
十
一十九八七六
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数
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額ヤッ

ザ
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金量在
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戸
楽
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教
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金畜

合会合会全|円 額

戸
産
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数

一一一
金 ト

Eコ
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!上 l目置

2. 

ポ

ナ

ベ

植

民

地

一
昭
和
八
年

一
昭
和
九
年

一
昭
和
十
年

昭
和
+
一
年溺

洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
七



南
洋
群
島
農
業
植
民
の
一
類
型

一
七
八

備 11招
考 1;品
ー←

年本
表
はド一一

南|一
洋 1e3
警|合
一一
堂I， 
-ー
の 1不
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査し丞
に l

ょ1_'
る

」一

九
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四
八
一
上
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l<S 
cコ

呂

ー一一、田空一会一

lZ9 、
デマ
グマ
区ヨ. 
k: 
2竺
「一一

一

第

五

項

農
業
経
慣
と
生
活
扶
態

群
島
植
民
地
農
家
の
農
業
粧
替
は
前
項
に
於
て
述
べ
た
如
く
雨
植
民
地
に
よ
り
て
多
少
そ
の
粧
替
方
式
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
粧
替
の
成
果
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
と
の
貼
に
闘
し
て
は
南
洋
醸
の
包
括
的
友
貴
地
調
官
貨
を
基
礎
に
し
て
分
析
し
た
る
上
原
轍
三

郎
教
授
の
克
明
た
研
究
が
あ
り
、
近
く
南
洋
願
よ
り
公
刊
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
ふ
か
ら
就
い
て
参
照
さ
れ
た
く
従
っ
て
私
は
改
め
て

賞
言
を
費
す
必
要
は
・
な
い
で
あ
ら
う
。
故
に
と
も
A

に
は
類
型
的
と
見
ら
る
L
中
位
の
農
家
の
農
家
経
済
紙
態
を
示
す
と
と
に
止
め
や

う

第
十
三
表

植
民
地
農
家
の
農
家
経
済
牧
支
脈
態

種
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裁 作開貸 移 調
査

住 農
培 付窓付 家

年 の

f乍 画面面
世

月 平安

人

物 積積積 日 員

甘鳳 昭
言語梨 和. . 七

続築キヤツ
年

二二二五 月
サ町町町 十 四
パ三三五 ノ占、
-段段畝 日 人

パ鳳 昭
十梨 車百
ナ・ I¥. 

-キ 一一一 年
議ヤ 町 十
菜ツ 三三八 月
サ町町段 一一 七

十
バ五.五一

4日3 
-段段畝 人

パ鳳 昭
ナ梨 和
7・. 八
.キ 一一 年r~ ，、.ヤ 回f 十

ヤ ツ 一一一 月
.サ 町段 十

凶

嘩叫パ. 
町段畝

E日ヨ
人

茶瑚 昭
ZヨF 手目. 七
綿 五 年. 町 一
甘 五五八 月
藷 町段 十 ノム、. 五一 ノム、
議 町反畝 日 人

備
考

本
表
は
第
一
表
と
同
一
の
養
料
に
よ
る
。

右
の
表
に
依
っ
て
明
か
友
如
く
、
バ
ラ
オ
植
民
地
農
家
の
賓
際
作
付
面
積
は
二
町
乃
至
三
町
程
度
で
あ
っ
て
ポ
ナ
ベ
植
民
地
農
家

の
五
町
歩
標
準
面
積
と
は
比
較
に
友
ら
た
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
組
牧
入
も
ポ
ナ
ベ
植
民
地
よ
り
も
遥
に
劣
る
。
牧
支
飲
態
叉
然
り

で
あ
る
。
パ
ラ
オ
植
民
地
の
う
ち
で
瑞
穂
村
D
事
例
は
農
業
努
働
に
よ
る
よ
り
も
農
業
外
の
勤
労
牧
入
が
多
い
箆
め
に
他
。
二
植
民

地
と
は
少
し
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
か
ら
決
し
て
趨
切
左
資
料
と
は
看
倣
し
が
た
い
の
で
る
る
。
パ
ラ
オ
植
民
地
の
移
住
者
が
そ
の

標
準
面
積
を
経
営
し
、
キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
商
品
化
を
十
分
に
行
仏
う
る
段
階
に
於
て
は
そ
D
農
業
組
牧
入
は
倍
加
す
る
と
と
も
可
能
で

あ
る
。
か
く
の
如
き
段
階
に
於
て
は
群
島
植
民
地
の
自
作
農
経
替
は
栽
植
企
業
経
管
白
典
型
で
あ
る
庶
園
小
作
農
経
営
と
比
較
し
て

勝
る
と
も
劣
ら
友
い
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
試
み
に
今
庶
園
小
作
農
の
サ
イ
パ
ン
、
テ
品
ア
ン
及
び
ロ
グ
に
於
け
る
農
家
経
梼
欣
況
を

示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
り
、
そ
の
牧
支
欣
態
は
夫
々
三
間
五
二
七
闘
、
三
五
二
・
六
八
闘
と
な
っ
て
ゐ
て
前
述
せ
る
パ
ラ
オ
植
民
地

よ
り
逢
か
に
高
く
、
ポ
ナ
ベ
植
民
地
を
も
凌
駕
し
て
ゐ
る
や
う
で
る
る
。

一
一
は
護
展
の
ほ
ピ
限
界
に
近
づ
き
つ
L
あ
り
、

一
は
漸
く

護
展
の
過
程
に
入
り
始
め
た
る
も
の
、
そ
の
生
産
物
の
債
格
費
動
は
夫
k

臭
っ
て
ゐ
る
が
故
に
性
念
に
農
家
経
済
の
比
較
商
量
は
な

し
難
い
が
そ
の
将
来
に
は
多
大
の
興
味
が
あ
る
と
言
へ
や
う
。
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耕
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者
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支
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備
考

本
表
は
南
洋
際
の
調
査
に
依
る
。

以
上
の
二
表
に
よ
っ
て
明
か
た
る
如
く
、
植
民
地
農
家
並
に
煎
園
耕
作
者
の
生
計
費
は
、
内
地
農
家
の
生
計
費
に
比
す
れ
ば
遥
か

に
高
い
と
と
を
認
め
る
と
と
が
で
き
る
。
と
の
数
字
は
内
地
農
家
に
比
し
て
そ
れ
だ
け
生
活
程
度
が
高
い
と
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
た
い
の
で
あ
る
。
却
っ
て
生
活
欣
態
は
同
一
又
は
そ
れ
以
下
で
る
る
と
さ
へ
思
は
れ
る
の
で
る
る
。
そ
れ
は
群
島
の
物
債
共
他
が

内
地
に
比
較
し
て
運
賃
の
相
違
以
上
に
高
い
と
い
ふ
事
貫
を
考
慮
に
入
れ
る
友
ら
ば
少
し
も
不
思
議
と
す
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
の
と
と
は
植
民
地
農
家
の
現
金
牧
入
に
勢
銀
が
占
め
る
相
封
的
位
置
の
重
要
と
照
し
合
は
せ
て
、
植
民
地
農
家
の
完
全
怒
る
自
作

農
経
替
の
段
階
に
建
せ
や
多
分
に
附
労
働
者
的
性
格
を
保
有
し
つ
L
あ
る
と
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
生
活
程
度
も
略

々
想
像
す
る
に
難
く
友
い
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

あ

と

>>， 

き

以
上
に
於
て
私
は
南
洋
群
島
に
於
け
る
自
作
農
鰹
替
の
成
立
と
共
の
賓
態
と
に
闘
し
て
可
な
り
詳
細
に
之
を
論
述
し
た
つ
も
り
で

あ
る
。
そ
し
て
か
く
の
如
き
経
醤
主
瞳
の
村
落
構
成
の
段
階
が
今
や
漸
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
と
を
述
べ
た
。
と
れ



ら
の
植
民
地
に
は
ま
だ
ま
だ
未
墾
地
が
残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
現
に
開
墾
中
の
土
地
が
い
た
る
躍
に
あ
っ
て
、
村
落
の
構
成
を

一五
k

す
る
と
と
さ
へ
も

E
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
る
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
や
植
民
地
に
は
熱
帯
農
業
生
産
護
展
へ
の
意
識
的
な
関

心
が
高
ま
り
つ
L

あ
る
と
と
を
感
じ
た
り
で
る
る
。
そ
の
具
膿
的
な
表
説
は
技
術
と
経
済
と
の
微
妙
な
閥
聯
の
う
ち
に
自
然
的
世
舎

的
保
件
に
最
も
相
醸
し
い
経
皆
方
式
乞
成
立
せ
し
め
る
と
と
と
友
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
か
く
の
如
き
一
定
の
経
営
方
式
の
確
立
は

植
民
地
農
業
経
営
を
安
定
に
導
く
と
と
で
あ
ら
う
。
し
か
し
乍
ら
熱
帯
農
業
生
産
そ
の
も
の

L
特
質
を
考
へ
る
た
ら
ば
そ
れ
が
世
界

的
商
品
生
産
で
あ
る
と
と
で
あ
り
、
探
る
限
り
世
界
経
済
の
波
勤
は
直
ち
に
と
の
太
平
洋
の
砂
た
る
島
棋
に
も
押
し
寄
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
と
が
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
群
島
植
民
地
農
業
経
費
の
商
品
化
の
限
界
も
自
ら
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
L

る

限
界
内
に
於
て
土
地
、
資
本
、
附
労
働
の
有
機
的
連
繋
を
高
度
化
ず
る
ζ

と
は
経
済
主
韓
の
創
意
に
委
か
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
群
島
植
民
地
農
業
は
そ
の
出
護
に
於
て
商
品
生
産
で
あ
る
と
と
は
、
経
済
主
睦
そ
の
も
の
L
経
済
力
の
極
め
て
薄
弱

な
る
事
情
の
下
で
は
、
蹟
大
化
さ
れ
た
組
織
を
有
っ
と
と
を
必
要
と
す
る
。
と
の
や
う
な
組
織
の
震
現
友
く
し
て
資
本
主
義
的
商
品

生
産
の
穂
積
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
殊
に
群
島
植
民
地
の
農
業
生
産
は
特
約
闘
係
を
通
じ
て
直
接
資
本
的
企
業
合
枇
と
交
渉
を

も
つ
も
の
で
あ
る
限
り
、
個
々
の
経
済
主
韓
の
分
散
は
商
品
生
産
の
統
一
を
妨
ぐ
る
と
と
が
齢
く
た
い
の
で

b
る
。
か
h

る
特
約
闘

係
を
公
正
な
ら
し
め
る
詩
め
に
は
第
三
者
た
る
行
政
官
顧
の
監
督
の
下
に
異
に
生
産
者
を
代
表
す
る
組
織
の
構
成
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
ふ
を
候
た
な
い
で
あ
ら
う
。

次
に
群
島
植
民
地
の
農
業
経
皆
は
他
に
新
ら
し
き
栽
植
企
業
の
存
在
せ
ざ
る
限
り
之
れ
と
相
魁
闘
係
に
立
た
ざ
る
と
と
が
明
か
で

あ
る
。
し
か
る
に
バ
ラ
オ
植
民
地
附
近
に
は
昭
和
十
三
年
度
よ
り
南
洋
拓
殖
株
式
合
一
位
が
自
ら
農
業
生
産
過
程
に
進
出
す
る
直
替
の

風
梨
園
を
開
墾
栽
植
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
方
法
は
内
地
農
業
財
労
働
者
に
よ
る
直
替
方
法
で
は
あ
る
が
、
更
に
小
作
農
家
を
も
入
れ

て
風
梨
闘
を
経
皆
せ
し
め
る
と
も
言
は
れ
て
ゐ
る
。
パ
ラ
方
に
は
そ
の
他
カ
カ
オ
、
香
料
作
物
等
の
栽
植
企
業
経
替
が
あ
り
、
ボ
ナ

ペ
に
於
て
も
同
様
の
栽
植
企
業
の
出
願
が
あ
る
。
と
の
種
の
企
業
が
寧
な
る
「
コ
ロ

y
」
段
階
を
中
心
と
す
る
直
後
方
法
に
依
存
せ

南
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ハ、

や
更
に
一
世
舎
段
階
の
増
加
を
飴
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
に
於
て
は
、
植
民
地
農
業
経
醤
と
の
聞
に
複
雑
な
問
題
を
惹
起
す
る
と
と
も
想

像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
毘
・
に
生
産
物
の
債
格
決
定
に
於
け
る
生
産
費
計
算
と
い
ふ
が
如
き
純
粧
情
的
問
題
に
到
し
て
複
雑
性
を
輿
へ
る

た
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
惹
い
て
は
群
島
農
業
枇
舎
D
枇
合
構
成
を
動
揺
せ
し
め
る
の
で
あ
る
e

即
ち
栽
植
企
業
の
小
作
階
級
は
そ

の
資
本
の
蓄
積
に
ょ
う
て
完
全
な
る
猫
立
性
を
得
ゃ
う
と
す
る
段
階
に
建
す
る
と
そ
れ
は
栽
杭
企
業
か
ら
の
離
院
生
意
味
す
る
と
と

と
な
る
。
か
L

る
猫
立
性
へ
の
道
の
存
在
せ
ざ
る
限
り
農
業
枇
舎
の
樺
成
は
動
揺
を
つ
づ
け
他
の
職
業
へ
と
轄
換
が
行
は
れ
て
ゆ
く

と
と
も
可
能
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
と
の
場
合
に
は
栽
植
企
業
に
於
け
る
小
作
階
級
と
植
民
地
農
業
の
自
作
階
級
と
の
閣
の
枇
合
的

均
衡
の
問
題
が
重
要
な
農
業
植
民
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
特
な
い
。
か
く
の
如
き
小
作
階
級
が
量
的
に
少
い
揚
合
は
そ
れ
程
で
は
な
い

が
栽
植
企
業
の
経
替
規
模
が
蹟
大
さ
れ
、
コ
ロ
ノ
階
級
や
小
作
階
紐
が
量
的
に
多
く
な
れ
ば
友
る
程
と
の
問
題
は
栽
植
企
業
自
措
に

の
描
同義に並年四

1
A
1
 

昭民植業後人関母
司

A
V

群
島
農
業
し
植
民
地
の
問
題
に
就
い
て
は
術
多
く
の
語
る
べ
き
と
と
が
あ
る
で
わ
ら
う
。
例
へ
ば
官
醸
の
施
設
や
指
導
指
定
闘
し
、
…
ケ

め

に

い

或
ひ
は
財
政
的
援
助
等
に
闘
し
て
政
策
上
要
望
せ
ざ
る
を
得
友
い
離
は
齢
く
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
轡
の
母
闘
入
植
民
の
如
き
政
策
に
湾
度
護

れ

比
す
れ
ば
南
洋
群
島
の
植
民
の
如
き
は
、
遥
か
に
基
ま
れ
ざ
る
も
の
の
多
い
と
と
も
否
定
出
来
友
い
で
る
ら
う
。
だ
が
私
は
今
そ
の
、
ら
府
せ

様
な
観
離
か
ら
政
策
上
の
要
望
在
地
べ
る
と
と
を
一
切
省
略
す
る
と
と
に
し
た
い
の
で
る
る
。
私
は
寧
ろ
農
業
植
民
の
創
意
に
基
く
督
照
総
参

自
己
活
動
が
徐
り
人
々
の
限
に
と
ま
ら
な
い
聞
に
堅
賓
に
し
か
も
す
く
す
く
と
る
の
南
洋
の
島
々
の
榔
子
の
や
う
に
伸
び
て
ゆ
く
の
鴻
を

官

軍

等

を
ひ
そ
か
に
期
待
し
た
い
の
で
あ
る
。
熱
帯
農
業
に
於
け
る
滴
自
の
創
意
が
撃
未
移
民
そ
の
も
の
の
な
か
か
ら
生
れ
る
の
を
切
望
し
叫
棚
し一-一

関
十
に
利
動
昭
の
業
こ
農

5
 

と
っ
て
も
重
要
た
問
題
と
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ら
う
。

た
い
の
で
る
る
。

そ
れ
は
兎
も
角
、
わ
が
戟
時
経
消
O
蹟
大
に
伴
っ
て
南
洋
群
島
農
業
に
課
せ
ら
れ
た
る
任
務
も
愈
々
霊
安
と
な
り
、
熱
帯
農
業
生

産
の
部
門
に
於
け
る
商
品
生
産
も
新
し
き
増
産
計
霊
を
強
制
さ
れ
ゃ
う
と
し
て
ゐ
る
。
ガ
ン
ピ

1
ル
、
パ
ル
サ
、
ペ
ツ
パ

l
、
黄

陣
、
タ
パ
コ
等
々
の
増
産
奨
揃
が
一
一
は
栽
植
企
業
へ
の
進
出
の
契
機
と
な
り
、
一
は
既
存
の
植
民
地
農
業
に
封
ず
る
粧
替
方
式
の
捜



凱
の
可
能
性
と
な
っ
て
現
賓
化
し
ゃ
う
と
し
つ
L
あ
る
。
と
れ
ら
の
新
ら
し
き
粧
情
動
態
の
展
開
の
も
と
に
群
島
植
民

何
に
過
醸
し
て
ゆ
く
弾
力
性
を
も
つ
で
る
ら
う
か
は
建
に
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
遁
躍
の
過
程
を
分
析地
批農
判業
すは
るま日

と
と
は
一
に
将
来
に
接
さ
れ
た
る
研
究
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。

本
稿
を
草
す
る
に
積
り
現
地
の
方
キ
特
に
南
洋
嵐
長
官
北
島
謙
次
郎
氏
、
同
拓
殖
部
長
高
総
選
太
郎
氏
、
同
農
体
課
技
師
模
井
一
雄
氏
、

南
洋
拓
殖
株
式
曾
一
位
技
師
粟
野
晶
相
蘇
氏
並
に
ポ
ナ
ベ
支
膨
長
須
山
吉
寂
氏
に
厚
〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
昭
和
十
四
年
十
一
月
下
旬
、
九
州
般
行
を
前
に
し
て
)
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